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1.研究の背景及び目的

　日本の教育制度は何年もの間、小学校・中学校・高

等学校といった定められた学年、年齢でまとめられた

学校の運営が行なわれてきた。しかし現在の教育方法

は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流

れと共に徐々に変化しつつある。小学校では学級担任

制であるのに対して、中学校に入ると教科担任制へ移

行し、教師と子供の関係が変わる。そういった現状に

対し、小学校と中学校の相互理解・相互交流が十分に

行なわれていないといないのが現状である。

　そんな中新たな動きとして近年、公立学校における

小中連携・一貫校がいくつか設計されている。少子化

に伴う学校の統廃合の問題と併せて、学校文化の違い

やギャップを小中連携・一貫の議論によって解消する

とともに、改めて義務教育課程における教育手法を捉

え直せる可能性がある。　

　本研究では、小中一貫制度を行なっている自治体で、

最も多く採用されている４・３・２システムのカリ

キュラム(図１)で、運営の実施をしている学校を対象に

以下3点に焦点をあてる。

　第一に小中一貫校の運営の特性を明らかにし、小中

一貫校の有意性を提示する。第二に、小中一貫校の学

習活動で最も特徴的な、５学年、６学年の授業内容を

明らかにし、学習面、教師の活動の視点で成果と課題

を探る。第三に、小中一貫校の異学年交流の実態を把

握し、その意義と学校空間との関連を明らかにする。

これらを踏まえた上で、小中一貫校を評価し、小中一

貫校の今後の方向性を見出すことを目的としている。

3.小中一貫校の運営の特性

1)カリキュラムの特徴

3校において従来の6-3型を変更し、9年を４－３－２

(低学年－中学年－高学年)という3つの学年区分をつく

り、段階的な教育を行なっている。

2)時程編成の特徴(図2)

Saのような校舎分離型では、小学校・中学校で授業開

始時間を合わせるなどの考慮がされていない。一方で

施設が一体化されているTo、Taでは全学年で授業の１

時間単位を統一する、または授業開始時間をあわせる

工夫を行なうことで異学年及び教師間の交流と学習活

動など、小中の連携の機会を増やし学校運営の一貫性

が保たれるものと考えられる。

3)小学校ー中学校間の運営の特徴(表2)

　3校において小学校・中学校間で頻度に差はみられる

ものの定期的に職員会議や教科部会など意見の交換の

場を設けている。それに加えて施設が一体で小学校と

中学校で職員室を共有しているTo,Taは些細な情報でも

日常的に情報交換をする機会をもち＜1＞、またToでは

中学３年生の進路指導の問題を小学校教師も含んで話

し合い、生徒の将来の見通しを意識させるような取り

組みをしている＜2＞。

4)学校活動の特徴(表2)

施設が一体となってるTo,Taは、そうじや給食などの企

画された異学年交流を日常的におこない、また委員会

やクラブでは5年生から9年生ま合同で行なうことで5年

から中学生への移行をスムーズにさせようとしている。

また入学式や卒業式も合同に行い児童・生徒の日常的

な交流を誘発させたり、交流から児童・生徒の精神面

の育成を期待するなど、児童・生徒の関わりによって

学校生活を豊潤化させようとしている。(表２)　　　

　一方、校舎分離型のSaは日常的な交流は難しいこと

がわかる。

と児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や

注意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられ

る。

2)Ta：TT　形式による学習の特性(表5)

　Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校

と中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる

ところに特徴がある。

■TTの役割分担(図2)

　TTで授業をしていく上で、スムーズに小中教師が連

携していくため、３つの指導形態をあらかじめ開発し、

授業で展開している。

■習熟度別の対応(図3)　

　共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が

遅れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が

進んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかか

わらず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった<8>。

■基本の充実から発展まで

　TTを行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二人

の教師で定着させること、その上に中学校教師により

中学校への移行の見通して発展的な内容を教えること

加わり、授業としての完成度が高まることがわかる

<9>。

また児童への学習効果だけでなく、教師間も学習方法

を学びあうなど利点は多い。

■小学校中学校間の教科部会

小学校中学校間の教科部会によって、小学校－中学校

間での意見交換を行なっている。中学校で学ぶことや

生徒がつまづくポイントを把握でき、担当する教科に

おける自分の役割の再確認していることがわかる

＜＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、中学校

へ向けて先を見越した授業を展開できることがわかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる

2)Ta：TT形式による学習の特性

中学教師とのTT形式

■TT形式の形式

　

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

■課題　

　中学校教師の算数と理科の授業の毎回の授業参加に

より、中学校教師の量的な負担がみられるという課題

がみられた。質の高い教育が展開されているなか、中

学校教師の毎回の授業参加が必要か否か、考えていく

必要もある<10>。

　また二人体制で児童に対応することにより、児童に

過保護な対応になりすぎるという問題点もある。児童

自らの力で考えさせるように促すなど、見守る対応を

取り入れていくことも必要であることがわかった

<11>。

3)教科担任制の導入による集団の教師による指導

　小中一貫校の教科担任制による集団による指導に

よって、児童に対する一面的に終わるのではなく多面

的な評価ができることや、また児童にとって自らをわ

かってもらう機会を多くもてることで、個々の能力や

得意分野をのばせ、児童の可能性を膨らませることが

できると評価できる<12.13>。

5.小中一貫校の交流の特性　

　ここでは施設が一体となっているTo,Taの2校におい

て一日の休み時間内に異学年交流の発生する条件を整

理する。

4.小中一貫校の学習の特性

　1)　本章では、小中一貫校において、特徴的な学習

活動を展開している５年生、6年生の主な学習活動を把

握し、各調査対象校に関し、学習面での質の高さと、

メリットを評価するとともに、各学校の学習活動によ

り生じる課題を明示する。担任教師は得意とする科目

を担当することと、授業時間の軽減に余裕時間ができ

ることで、自ら専門とする教科の教材研究や授業の見

通しを丹念に行なうことができ、授業の質を高めるこ

とにつながる。

また委員会やクラブなど

3)課題

の学校活動を5年生から9年生まで合同で行なうことで

中学校への連続的な接続につなげる事例や、9年間とい

う長い期間を一つの学校で過ごすことによって生まれ

る惰性に対して、あえてクラブや委員会を中学生から

の活動にする、中学生の入学式を行なう、など各校の

考え方に基づき、学校活動によって段差を演出させよ

うとしていることがわかった。

　

1)運営特性　

　To,TAの2校の時程編成(図1)と交流　の頻度(表8)を

みてみると、Toの方が児童・生徒の休み時間のズレが

なく、児童・生徒の行動領域が重なりやすいため、交

流の頻度が高くなることがわかった。

2)配置特性

　2校の学年の配置を学年区分を視点にみてみると(図

4)、Toは全学年が同じフロアに並んで配置されている

学年区分一体型となり、一方Taは各学年区分ごとに生

活領域が平面的、断面的に分節している学年区分分節

型になる。学年配置タイプと交流の頻度(表8)をみてみ

ると、学年区分一体型のToは、学年区分分節型のTaよ

り交流の頻度が多く、また異学年交流の割合も高く

なっている。一方Taでは異学年交流があまり発生して

いない。各学年区分の生活領域がつながっているか、

分節しているかが影響し、異学年交流の頻度に差がで

ることがわかる。

　この二つの特性による児童・生徒の行動領域の重な

りが前提にあり、異学年交流に発展すると考えられる。

以下はToを中心に異学年交流の特性を探る。

3)空間特性

　WSや廊下などの動線に、出会う機会があるだけでな

く、｢滞留空間がある｣｢空間の広さ｣という特性がある

ことでそれを活かした異学年交流に発生していること

がわかった(図6)。

4)内容特性

　低学年同士、中学年同士、年の近い学年同士は、自

らと近い能力をもって同等に接することが出来るため

空間的要因があれば｢追いかけっこ｣などの交流に発生

しやすい(図5場面1)。一方、年の離れた学年同士は、

空間的要因に｢けん玉で遊ぶ｣や｢先生を介して遊ぶ｣な

ど、モノやヒトが契機となり交流に至ることがわかっ

た(図5場面2)。

4.2異学年交流の意義

　小中一貫校において、児童・生徒が共に過ごし異学

年交流が発生することで９学年にもわたる幅広い人間

関係を形成できると共に、｢教える｣｢世話する｣｢甘える

｣など兄弟関係にに似た交流が起こり、交流の深化が見

られ、単独では得られない経験をすることで精神面の

育成などが期待できることがわかった。

6.結論

　小中一貫校において、小学校と中学校が連携を行な

い、そして集団の目で児童・生徒を見守ることで、中

学へ向けての学習環境の質の向上、児童・生徒の生活

環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げてい

ることがわかった。よりよい小中一貫校に向けて、些

細なことでも児童や生徒の情報を教師間で共有し、児

童・生徒の学力面、生徒指導面、行儀の面含めてトー

タル的に把握し、システム化して正しく継承発展して

いく必要がある。また中学校の負担の増大など量的な

課題が見られる中で、小学校と中学校で相互補完しな

がら効率的に教育をするシステムを構築する必要があ

る。そのためには小学校、中学校が日常的に密な連携

がとれる施設一体型は有効である。

　また児童・生徒の異学年交流を発生させるためには、

行動領域を重ねる運営の計画や近接性のある学年の配

置が必要である。さらに、動線の機能だけで終わらな

い、広さのあるまた滞留できる廊下といった空間的要

素と児童・生徒が興味を持つソフトを充実させる、ま

た先生が媒介となる、などと　｢モノ｣と｢ヒト｣いう契

機を合わせることが多様な交流がうむ上で重要である。

　　

2.調査概要

　対象事例となるうる抽出した小中一貫校を分類する

と、新設されて小中一貫校となった(ⅰ)校舎一体型、

一つの敷地に小中学校で隣接配置していた既存校舎を

利用し、教室配置を変え小中一貫校とした(ⅱ)校舎隣

接型、小学校と中学校が分離して配置されカリキュラ

ム面で小中一貫をおこなう(ⅲ)校舎分離型の3タイプに

分類でき、各タイプ１校づつ合計３校を選出した(図1)

　研究方法は第一に学校運営に関して3校の学校関係者

にヒアリング調査行なった。第二に5,6年生の学習活動

に関して、施設が一体で小中一貫校を展開している

To、Taの２校において授業観察調査と授業を担当する

教師にヒアリング調査行なった。第３に児童・生徒の

交流に関しては②と同じくTo、Taの施設が一体の２校

にて行動観察調査を行なった。

1)

　近年、多くの自治体で小中一貫校の取り組みが見られるなか、小中一貫校の教育方法の独自性や学校活

動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。本研究は運営・学

習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目的としている。

　小中一貫校が学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡

げている有意性がある中で、よりよい一貫校にむけて、小学校、中学校が日常的に密な連携がとれる施

設一体型は有効である。また小中一貫校で児童・生徒の交流の意義が見られる中で、児童･生徒の行動領

域を重ねる運営計画と配置計画、また動線の機能だけに終わらない、広さがあり滞留性のある廊下という

空間的要素と、｢モノ｣と｢ヒト｣の契機が合わさることで多様な交流に発展すると考えれる。　

　現在の教育方法は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流れと共に徐々に変化しつつある。

そんな中新たな動きとして、多くの自治体で小中一貫校の取りくみが見られるなか、小中一貫校の教育方

法の独自性や学校活動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。

本研究では運営・学習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目

的としている。

小中一貫校を学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げ

ていることがわかった。よりより一貫校にむけて教師の連携が重要となっている中で施設が一体となっ

た

1.はじめに

　少子化の進行により全国で廃校が増加する中、学校跡地の有効活用が課題となっている。地域コミュニ

ティの持続が問われる中で、特に都市部の小学校においては土地の売却処分によって商業施設や高層マン

ションなど地域の文脈とは無関係な活用方法も多く見られ、地域活力の衰退を招く危うさを孕んでいる。

　一方、閉校から活用までの暫定利用1)期間に着目すると、地域内外の住民・行政・NPO・大学などの多様

な主体の連携によって跡地をイベントに利用することで、跡地利用の枠を超えたまちづくりの拠点とする

など、示唆的な事例がみられる。ここには地域のアイデンティティやコミュニティを保持しながら都市の

魅力を創り出す活用方法を導く可能性が潜んでいる。
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　このように施設が一体となって小中一貫校を行なう

校舎一体型、校舎隣接型の2校と校舎分離型に連携の密

度の違いがでてくることがわかった。一貫性をもった

運営を行なうために、日常的に教師間のやりとりがで

きる施設が一体となった校舎は有効である。

4.小中一貫校の学習の特性

　小中一貫校の教育の一つである４－３－２システム

では、低学年(１～4年)は学級担任制、中学年(５～７

年)から教科担任制を段階的に導入し7年からは完全教

科担任制となる。５、６年生の授業は従来の学級担任

制の授業とは違い、特徴的な学習形態が展開されてい

る。ここでは施設が一体で密に連携が行なわれている

To,Taの２校において５，６年生の学習特性をみる。　

1)To：教科担任制の学習の特性(表4)

 Toでは各教科ごとに担当教師が入れ替えて大幅に教科

担任制で授業を展開しているところに特徴がある。担

任教師は国語と得意とする科目を担当し、その教科に

対して5年と6年の間で交換授業を行なっている。

■担任教師の余裕時間

 担任は授業時間の軽減により余裕時間ができる。その

時間を活かして自ら担当とする教科の教材研究や資料

集め、授業の見通しを丹念に行なうことができ、授業

の質を高めることにつながっている＜1,2＞。

■教科部会のよる連携

小学校中学校間の教科部会や授業見学によって、小学

校－中学校間での意見交換を行なっている。中学校で

学ぶことや生徒がつまづくポイントを把握でき、担当

する教科における自分の役割の再確認していることが

わかる＜3,4＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

　教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた

際授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師

Ta

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校

には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補充に中学校の先生が担任に入

ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思うね。
　　　　　　　　　　　　　　

学習環境の変化

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる。

2)Ta：TT形式による学習の特性

Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校と

中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる。

ところに特徴がある。(表)

■TTの役割分担

中学教師のより高い専門性を活かし、中学校の内容へ

の見通しをもった指導ができる。３つの指導形態を開

発させることで、より個に応じた決め細やかな指導を

行なうことができるようになった(図)。

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

かる[33]。

中学校の教師にとって教えたことの積み重ねとして、

児童に対して確認できることや、中学校でスムーズに

授業を成立させることができる[34]

児童にとっても小学校教師にとっても中学校教師の３

者にとっていい方向に向かうことができることがわか

る。

2)交流：休み時間内に発生している自発的な交流のすべてのことをいう

1)複数の教員が役割を分担し協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式.

2)

図１．４・３・２システム
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表８．交流の頻度

表7．まちづくり活動に関する意見

【多様な主体の連携による跡地の使いこなし】

<1>負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補

充に中学校の先生が担任に入ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思う

ね。（６年担任教師）　

<2>まなびや実行委員会の構成は地元住民だけではないが、委員長は地元民。委員に外部の人が入っているので、

「まなびや」は地元イベント中心から、だんだんと外部主催のイベントが増えるようになった。2002年に始まっ

たイベントで、当初は地元住民の有志で200万円近く集まったが、エネルギーがなくなってきて今のような、外部

の団体がメインとなるイベントになった。（立誠）

<3>野外シアターというのをやったりして、なるべく芝生というものをみなさんに見てもらおうと機会を作ったん

です。（北天満・NPO）

<4>彼らに講堂なり、グラウンドを使っていただいて、彼らの体育の授業に。それが一番多いでしょうね。一週間

のうち、3日は使ってるかな。授業とか、レクリエーションとか。（済美・住民）

<5>2008年はもっと学生の力が役立つようにということで、じゃあお化け屋敷を企画しましょうかということで、

１年間いろんなミーティングをしながら、2008年の済美カーニバルではお化け屋敷が開催できたんですね。（済

美・ES）

【芝生化を契機に形成される柔軟な運営体制】

<6>芝生クラブというのを作ってもらって、自治会の中に。その人たちはすごい強力な味方。ちょうどトップの方

とうちらの間に入って調整してくれる人もできてきて。意識が高いというか、学校の先生もいはるし。防災のこ

ともわかってるし、守らなあかんていうのもわかってるし。（北天満・NPO）

<7>大人の方でも結局知らん人が手伝ってもらってっていうようなところが出てくると、あの人誰？から始まって

、どこの町会？から始まって。ほんで、「言うて来てくれてん」て言うたら「じゃあ来年もよろしくね」て言う

たらこれでもう一つのつながりができるということ。それはもうほんまにイベントをやることによるつながりの

輪を広げていくというようなところがそこにあるのかな。（北天満・住民）

【連携体制に対する評価】

<8>末永く見守ってほしいという。こんなん一朝一夕にできるものではないし、ながいこと、ゆっくりとお付き合

い願えたら非常にありがたい。（立誠）

<9>ほんまに出発点はNPOの人がグラウンドを芝生にしたというところが出発やね。でもそれがしてなかったらイ

ベントごとを多分やってないかもわからん。例えばなかったとしたらここで会議をするやろうけど、それ以上に

何々をしててっていうようなことは多分してなかったと思う。（北天満・住民）

<10>こちらも地域の一員としてとらえてるから。彼らもそれに同調してくれてはるんよ。それぞれ思いが一つに

なってるからね。関係としては良好かな、と思う。（済美・住民）

【活動の継承】

<1>地元施設は自由に使える。従来の自治活動に支障がきた

さないように、今まで通り自由に。全然お互いが邪魔にな

らない。地元のスペースはマンガミュージアムの来館者と

は関係なく、専用。（龍池）

<2>花見の会や、表やから納涼会とか、幼稚園の運動会にも

使ってもらったりするわけや。そしたらね、たいへんな効

用や。（東平）

<3>コミスタこうべ地域活性化評議委員というのがそこに入

ってるんですよ。ここでいろいろと今まで学校でやってた

ことが、グラウンドの野球とかそういうものみな無料だっ

たんですよ。それが今度コミスタになって、料金がかかる

ようになったんですよ。ところがそれはあかんと。（吾妻

）

【運営への参加・イベントの共催】

<4>40人ぐらいのパーティーができるやつがあんねや。で、

料理屋さんもちゃんともう決めてある。イタリア料理の。

で、多い場合は体育館で。そこにまあ3分の1ぐらいちょっ

とアーケードつくって、和式洋式、和式はもう神主さん決

めてある。ほんでパーティーも格安でできる。ゆう具合に

。ほんでね、モデルももう決まってる。着々と。（龍池）

<5>M・Mまつり、龍池マンガミュージアムの夏祭りという題

で去年からやってるんですけどね、大盛況で。500人以上の

人が。夏祭りをマンガミュージアムと一緒にやったんです

よ。（龍池）

【計画への参加】

<7>グラウンド・避難場所が確保できることが

最優先事項。条件としては、1つは今まで龍池

学区としてやってきた自治連合活動、体振・

区民運動会全部ふくめて従来やって来た学区

民の自治活動、およびこれから起こり得る自

治活動については従来通りの支障のきたさな

いようにするということ。（龍池）

<8>とにかく三者お互いがいいたいことをいう

。総体的なグラウンドを芝生にするとか消防

器具どこに持ってくるとか入り口をどこに持

ってくるとかテラスをどこにするとかは、地

元が全て口を出してきた。（龍池）

<9>防風林的に大きな木を、と思ってやはり5m

の木を五本植えてくれた。初めは小さな木や

ってん。そんなんあかんって言いましたわ。

大きな木で、8mぐらいになってますわ。それ

もこの話し合いでしてくれた。そういう話し

合いができないとあかん。（東平）

【計画への取り組みにある背景】

<10>うちの場合はおかげさんで、やっぱり大

事に掃除をしてきたとかその、思いが他学区

よりきついんですわ。小学校に対する思いが

ね。だからこういう形になったんで。（龍池

）

【地域主導の計画提案】

<1>学校歴史展、あんなことをな、できる学校にしよういうことになっとんね

や。もうこれはまとめていかなあかん。西陣の織物の行程、ものづくりの行

程な、そんな拠点になったらええなあと思って。既存の建物使って、今やっ

たこういうことしかしゃあないなと。（西陣）

<2>今やっているようなイベント（まなびや）は、「こういうのはどうでしょ

うか」といういわば行政に対する投げかけでもある。だから、今後できるだ

け外部からいろんなものを受け入れてやっていこうとしている。こういうイ

ベントを続けていることによって、行政もいろいろ考え始めている。今の段

階の模索、あれで一番いいのを見つけていって、それを特化していったら、

いいのになんのちゃう、と思うけどね。（立誠）

<3>3年間、旧二葉小学校を残してほしいと、地域のために活用させてほしい

と言うとったからね。廃校になる前からそういうふうな要望を出していた。3

年目に、市長が耐震補強しましょうという回答いただいて、それから地域の

方に呼びかけて集まってもらって、市長こんなん言ってますよと投げかけて

、検討していったということですね。（二葉）

【行政の方針に対する批判】

<4>我々のいわゆる、みんな区内の人が出して、奉仕して作った学校がやね、

そんな全然、我々の何のあれもないようになったら、それは困る。そやから

それからだんだんと地元の方は地域体育館はペケにしようというようなあれ

に流れていった。今市にもそれを言うてあるし、市も今すぐには動かへんと

思う。（教業）

<5>地域としては絶対いんねやからね。あれなくなったら困るからね。それは

行政じゃなく、我々が借りるもんやからね。行政が借りても何の役も立てへ

表8．計画への参加と活動の持続に関する意見 表9．暫定利用事例における計画への取り組みに関する意見

図4．まちづくりへの発展（立誠）
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授業休みにおける異学年交流発生場所

数字：交流一覧表の通し番号

昼休みにおける異学年交流発生場所

平成 17 年

教科担任制の
移行時期　

平成 17 年

5年から一部教科担任制 (算･理･社･図･家･音 ) 5 年から一部教科担任制 (家･音・英 ) 5 年から一部教科担任制 (体・英 )

学校名 To: とどろみの森学園

校長 1人教頭３人 校長 1人教頭２人

１回 /1 ヶ月･ １回 /1 ヶ月･ １回 /2 ヶ月･

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

学校長ポスト 校長２人教頭２人

職員会議

部活動

委員会活動

7年～ 7年～5年～

5年～ 7年～5年～

合同行事 入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

運動会、文化行事

そうじ 全学年たてわり掃除

異学年給食 5～ 9年　毎日 学年区分ごと　週 1回

学年ごと 学年ごと

なし

表２.運営概要

To：1 ～ 6 年：45 分授業・15 分休み /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

Ta：1 ～ 4 年：45 分授業・5 分休み・昼休み 20 分 /5 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

備考 Sa：1 ～ 6 年：45 分授業・10 分休み・昼休み 15 分 /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み
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図 1.小中一貫校の時程編成の特徴

小
中

小
中

小
中

学校名 To: とどろみの森学園

開校年 平成 20 年

大阪府箕面市

現在の校舎

建築形態 (ⅰ)校舎一体型

１学年 1クラス　132 人　 １学年 1クラス　81 人　学級児童数　

教科担任制　
の移行時期　

新設 既存小中を改修

奈良県奈良市

(ⅱ)校舎隣接型 (ⅲ)校舎分離型

平成 17 年

大阪府堺市所在地

5 年から一部教科担任制
(算･理･社･図･家･音 )

5 年から一部教科担任制
(家･音・英 )

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

5年から一部教科担任制
(体・英 )

平成 17 年

既存小中を利用

14 クラス　369 人　　　

表１．調査対象校の概要

表３．小中一貫校の運営の特性

To: とどろみの森学園

とどろみの森学園学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6 年

2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　

1 人 ( 担任 )先生数

場所 6 年教室

授
業
内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上で、1人 1

人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅れてる

生徒を重点的にアドバイスする。
　

田原小中学校学校名

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT

算数が苦手な子に

重点的にアドバイス

1人ずつじっくり
みていく

Ｔ

凡例

先生

生徒 (6 年女 )

生徒 (6 年男 )

Ｔ

先生 ( 中学数学 )Ｔ

Ｔ

生徒

▲▲Ｔ１

▲▲Ｔ２ ▲▲Ｔ２▲▲

▲▲ 生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲ ▲▲

生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２
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パターン１
一斉授業の中

で、1 人の教

員が授業を進

め、もう 1人

が個別指導を

行なう。

共通課題に一斉

に取りくむ際、

集団を二人の教

員で個別指導を

行なう。

パターン２
つまづきやすい

問題を二人の教

員でかけあいで

指導する。

パターン３

図２.TTのパターン

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

表４.とどろみの森学園5,6年の教科における担当教師

表３．小中一貫校の運営の特性

【小学校中学校間の運営の特性】

<1>うちの中学校は中３の先生が中心で、他の学年の先生が何人か、小学校の先生も中学

校の進路指導の会議に入ってもらうんです。分からないなりに入ってもらって聞いても

らうんです。9年間で教えるのに、9年の出口を知らないのに1,2年で何を教えられるねん

っていう考え方で。(To・教頭)　

<2>小学校だけの問題や出来事があっても、職員室で帰宅までのちょっとした時間に小学

校と中学校の先生が話して、その積み重ねで近況報告みたいに互いにしてて、こんなこ

とあったんやねって昔はこんなん頑張ってたらしいねと子供たちに話しながら見守って

いく (Ta・教頭)

表5.Ta：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育

5年
5年担任＋

中学数学教師
5年担任 5年担任 5年担任 5年担任 中学音楽教師 5年担任

6年
6年担任＋

中学数学教師
6年担任

6年担任＋
中学理科教師

6年担任 6年担任 中学音楽教師 6年担任

表５.小中一貫校の学習の特性

■課題

<5>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合いたいときがあるんですね。と

ことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはありますね

（６年担任・社会担当・To）

<5>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<7>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

【教科担任制の学習の特性】

■担任教師の余裕時間

<1>先生はあいてる時間で教材研究できるし、専門性がかなり出せるのかなと、だから

あいてる時間に実験の器具の用意をしたりね、交換しているその教科の、専門性という

のかこれを１年間担当するということで時間のゆとりは出来ますよね

（5年担任･理科担当・To）

<2>もち授業が少ない分、一人ひとりの学習の進み具合をちゃんと把握する時間があり

ます。（６年担任・社会担当・To)

■教科部会による連携

<3>教科によって研究部会があるんですよ。中学校で困った児童がいたときに、中学校

はいる前にどういうことが身についていると、中学校は行った際に困難が出てきた際に

、小学校のときにこういうことを徹底してるべき必要があるんだなとか、小中のつなが

りの中で何をしとけばいいというのを話したりしますね。（5年担任･理科担当・To）

<4>教科部会っていうのがあって、それぞれの部会で、小学校の授業を中学校の先生が

見にきたりだとか、そういうのはしてますね。

小学校でもっと基礎的なことを身につけさせないといけないと改めておもったし、見通

しをつけやすくなったと思います。（６年担任・社会担当・To）

表３．小中一貫校の学習のの特性

【教科担任制の学習の特性】

■課題

<2>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合い　たいときがあるんですね。

とことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはあります

ね（６年担任・社会担当・To）

<2>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<2>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

表７.小中一貫校の学習の特性

【TTの学習の特性】

■習熟度別の対応

<8>出来る子は出来る子なりの中学の先生の応用問題があるんですけど、出来た子には

早く出来た子問題が出来るし、その間しんどい子には担任がゆっくりその間教えられる

し、それはすごく魅力的ですよね。（5年担任･Ta）

■基本の充実から発展まで

<9>中学校になればこういう発展的な問題もあるよという、中学校を見越して授業をや

ってくれたり。また二人で基礎も押さえて授業でやってくれはるから、いい授業になっ

ているとは思う。（６年担任･Ta）

■課題

<10>TTに入ってくれて、5年から9年まで全てを把握するわけだし、時間的に中学校の先

生が負担かかってると思う。（６年担任･Ta）

<11>ただ、二人で教えることで、５，６年の子供たちはすぐに、先生と質問してくるん

ですね。それに対してすぐつくことができるでしょ。それはあまりはよくないと思いま

す。（中学数学教師･Ta）

【集団による指導】

<12>いろんな先生が見たときに、一面しか見れてなかったところがこういい所もあるし

、こういうところを伸ばしたらもっとやりやすくなるとかね、そういうようなたくさん

の目で見ることっていうのは非常に役立つかなと思います。（5年担任･理科担当・To）

<13>算数だけでなく、家庭科だったり音楽だったり専科の先生が多いですけど、そうい

う先生に診てもらうことは、担任にとっても児童にとってもプラスになると思います。

担任だったら気づかない専門的なことで、あの子はこういうところに鋭いねとか、そう

いうことを言ってもらって、そうかってそういうことに気づかされるってこともありま

すね。5年担任･Ta）

図３.5年算数　TTの授業展開

学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6年

2009 年 12 月 7 月曜日　3限目　
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場所 6年教室

授
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内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上

で、1 人 1 人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅

れてる

生徒を重点的にアドバイスする。

　

田原小中学校

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6 年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。
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図5．異学年交流の事例
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1.研究の背景及び目的

　日本の教育制度は何年もの間、小学校・中学校・高

等学校といった定められた学年、年齢でまとめられた

学校の運営が行なわれてきた。しかし現在の教育方法

は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流

れと共に徐々に変化しつつある。小学校では学級担任

制であるのに対して、中学校に入ると教科担任制へ移

行し、教師と子供の関係が変わる。そういった現状に

対し、小学校と中学校の相互理解・相互交流が十分に

行なわれていないといないのが現状である。

　そんな中新たな動きとして近年、公立学校における

小中連携・一貫校がいくつか設計されている。少子化

に伴う学校の統廃合の問題と併せて、学校文化の違い

やギャップを小中連携・一貫の議論によって解消する

とともに、改めて義務教育課程における教育手法を捉

え直せる可能性がある。　

　本研究では、小中一貫制度を行なっている自治体で、

最も多く採用されている４・３・２システムのカリ

キュラム(図１)で、運営の実施をしている学校を対象に

以下3点に焦点をあてる。

　第一に小中一貫校の運営の特性を明らかにし、小中

一貫校の有意性を提示する。第二に、小中一貫校の学

習活動で最も特徴的な、５学年、６学年の授業内容を

明らかにし、学習面、教師の活動の視点で成果と課題

を探る。第三に、小中一貫校の異学年交流の実態を把

握し、その意義と学校空間との関連を明らかにする。

これらを踏まえた上で、小中一貫校を評価し、小中一

貫校の今後の方向性を見出すことを目的としている。

3.小中一貫校の運営の特性

1)カリキュラムの特徴

3校において従来の6-3型を変更し、9年を４－３－２

(低学年－中学年－高学年)という3つの学年区分をつく

り、段階的な教育を行なっている。

2)時程編成の特徴(図2)

Saのような校舎分離型では、小学校・中学校で授業開

始時間を合わせるなどの考慮がされていない。一方で

施設が一体化されているTo、Taでは全学年で授業の１

時間単位を統一する、または授業開始時間をあわせる

工夫を行なうことで異学年及び教師間の交流と学習活

動など、小中の連携の機会を増やし学校運営の一貫性

が保たれるものと考えられる。

3)小学校ー中学校間の運営の特徴(表2)

　3校において小学校・中学校間で頻度に差はみられる

ものの定期的に職員会議や教科部会など意見の交換の

場を設けている。それに加えて施設が一体で小学校と

中学校で職員室を共有しているTo,Taは些細な情報でも

日常的に情報交換をする機会をもち＜1＞、またToでは

中学３年生の進路指導の問題を小学校教師も含んで話

し合い、生徒の将来の見通しを意識させるような取り

組みをしている＜2＞。

4)学校活動の特徴(表2)

施設が一体となってるTo,Taは、そうじや給食などの企

画された異学年交流を日常的におこない、また委員会

やクラブでは5年生から9年生ま合同で行なうことで5年

から中学生への移行をスムーズにさせようとしている。

また入学式や卒業式も合同に行い児童・生徒の日常的

な交流を誘発させたり、交流から児童・生徒の精神面

の育成を期待するなど、児童・生徒の関わりによって

学校生活を豊潤化させようとしている。(表２)　　　

　一方、校舎分離型のSaは日常的な交流は難しいこと

がわかる。

と児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や

注意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられ

る。

2)Ta：TT　形式による学習の特性(表5)

　Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校

と中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる

ところに特徴がある。

■TTの役割分担(図2)

　TTで授業をしていく上で、スムーズに小中教師が連

携していくため、３つの指導形態をあらかじめ開発し、

授業で展開している。

■習熟度別の対応(図3)　

　共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が

遅れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が

進んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかか

わらず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった<8>。

■基本の充実から発展まで

　TTを行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二人

の教師で定着させること、その上に中学校教師により

中学校への移行の見通して発展的な内容を教えること

加わり、授業としての完成度が高まることがわかる

<9>。

また児童への学習効果だけでなく、教師間も学習方法

を学びあうなど利点は多い。

■小学校中学校間の教科部会

小学校中学校間の教科部会によって、小学校－中学校

間での意見交換を行なっている。中学校で学ぶことや

生徒がつまづくポイントを把握でき、担当する教科に

おける自分の役割の再確認していることがわかる

＜＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、中学校

へ向けて先を見越した授業を展開できることがわかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる

2)Ta：TT形式による学習の特性

中学教師とのTT形式

■TT形式の形式

　

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

■課題　

　中学校教師の算数と理科の授業の毎回の授業参加に

より、中学校教師の量的な負担がみられるという課題

がみられた。質の高い教育が展開されているなか、中

学校教師の毎回の授業参加が必要か否か、考えていく

必要もある<10>。

　また二人体制で児童に対応することにより、児童に

過保護な対応になりすぎるという問題点もある。児童

自らの力で考えさせるように促すなど、見守る対応を

取り入れていくことも必要であることがわかった

<11>。

3)教科担任制の導入による集団の教師による指導

　小中一貫校の教科担任制による集団による指導に

よって、児童に対する一面的に終わるのではなく多面

的な評価ができることや、また児童にとって自らをわ

かってもらう機会を多くもてることで、個々の能力や

得意分野をのばせ、児童の可能性を膨らませることが

できると評価できる<12.13>。

5.小中一貫校の交流の特性　

　ここでは施設が一体となっているTo,Taの2校におい

て一日の休み時間内に異学年交流の発生する条件を整

理する。

4.小中一貫校の学習の特性

　1)　本章では、小中一貫校において、特徴的な学習

活動を展開している５年生、6年生の主な学習活動を把

握し、各調査対象校に関し、学習面での質の高さと、

メリットを評価するとともに、各学校の学習活動によ

り生じる課題を明示する。担任教師は得意とする科目

を担当することと、授業時間の軽減に余裕時間ができ

ることで、自ら専門とする教科の教材研究や授業の見

通しを丹念に行なうことができ、授業の質を高めるこ

とにつながる。

また委員会やクラブなど

3)課題

の学校活動を5年生から9年生まで合同で行なうことで

中学校への連続的な接続につなげる事例や、9年間とい

う長い期間を一つの学校で過ごすことによって生まれ

る惰性に対して、あえてクラブや委員会を中学生から

の活動にする、中学生の入学式を行なう、など各校の

考え方に基づき、学校活動によって段差を演出させよ

うとしていることがわかった。

　

1)運営特性　

　To,TAの2校の時程編成(図1)と交流　の頻度(表8)を

みてみると、Toの方が児童・生徒の休み時間のズレが

なく、児童・生徒の行動領域が重なりやすいため、交

流の頻度が高くなることがわかった。

2)配置特性

　2校の学年の配置を学年区分を視点にみてみると(図

4)、Toは全学年が同じフロアに並んで配置されている

学年区分一体型となり、一方Taは各学年区分ごとに生

活領域が平面的、断面的に分節している学年区分分節

型になる。学年配置タイプと交流の頻度(表8)をみてみ

ると、学年区分一体型のToは、学年区分分節型のTaよ

り交流の頻度が多く、また異学年交流の割合も高く

なっている。一方Taでは異学年交流があまり発生して

いない。各学年区分の生活領域がつながっているか、

分節しているかが影響し、異学年交流の頻度に差がで

ることがわかる。

　この二つの特性による児童・生徒の行動領域の重な

りが前提にあり、異学年交流に発展すると考えられる。

以下はToを中心に異学年交流の特性を探る。

3)空間特性

　WSや廊下などの動線に、出会う機会があるだけでな

く、｢滞留空間がある｣｢空間の広さ｣という特性がある

ことでそれを活かした異学年交流に発生していること

がわかった(図6)。

4)内容特性

　低学年同士、中学年同士、年の近い学年同士は、自

らと近い能力をもって同等に接することが出来るため

空間的要因があれば｢追いかけっこ｣などの交流に発生

しやすい(図5場面1)。一方、年の離れた学年同士は、

空間的要因に｢けん玉で遊ぶ｣や｢先生を介して遊ぶ｣な

ど、モノやヒトが契機となり交流に至ることがわかっ

た(図5場面2)。

4.2異学年交流の意義

　小中一貫校において、児童・生徒が共に過ごし異学

年交流が発生することで９学年にもわたる幅広い人間

関係を形成できると共に、｢教える｣｢世話する｣｢甘える

｣など兄弟関係にに似た交流が起こり、交流の深化が見

られ、単独では得られない経験をすることで精神面の

育成などが期待できることがわかった。

6.結論

　小中一貫校において、小学校と中学校が連携を行な

い、そして集団の目で児童・生徒を見守ることで、中

学へ向けての学習環境の質の向上、児童・生徒の生活

環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げてい

ることがわかった。よりよい小中一貫校に向けて、些

細なことでも児童や生徒の情報を教師間で共有し、児

童・生徒の学力面、生徒指導面、行儀の面含めてトー

タル的に把握し、システム化して正しく継承発展して

いく必要がある。また中学校の負担の増大など量的な

課題が見られる中で、小学校と中学校で相互補完しな

がら効率的に教育をするシステムを構築する必要があ

る。そのためには小学校、中学校が日常的に密な連携

がとれる施設一体型は有効である。

　また児童・生徒の異学年交流を発生させるためには、

行動領域を重ねる運営の計画や近接性のある学年の配

置が必要である。さらに、動線の機能だけで終わらな

い、広さのあるまた滞留できる廊下といった空間的要

素と児童・生徒が興味を持つソフトを充実させる、ま

た先生が媒介となる、などと　｢モノ｣と｢ヒト｣いう契

機を合わせることが多様な交流がうむ上で重要である。

　　

2.調査概要

　対象事例となるうる抽出した小中一貫校を分類する

と、新設されて小中一貫校となった(ⅰ)校舎一体型、

一つの敷地に小中学校で隣接配置していた既存校舎を

利用し、教室配置を変え小中一貫校とした(ⅱ)校舎隣

接型、小学校と中学校が分離して配置されカリキュラ

ム面で小中一貫をおこなう(ⅲ)校舎分離型の3タイプに

分類でき、各タイプ１校づつ合計３校を選出した(図1)

　研究方法は第一に学校運営に関して3校の学校関係者

にヒアリング調査行なった。第二に5,6年生の学習活動

に関して、施設が一体で小中一貫校を展開している

To、Taの２校において授業観察調査と授業を担当する

教師にヒアリング調査行なった。第３に児童・生徒の

交流に関しては②と同じくTo、Taの施設が一体の２校

にて行動観察調査を行なった。

1)

　近年、多くの自治体で小中一貫校の取り組みが見られるなか、小中一貫校の教育方法の独自性や学校活

動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。本研究は運営・学

習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目的としている。

　小中一貫校が学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡

げている有意性がある中で、よりよい一貫校にむけて、小学校、中学校が日常的に密な連携がとれる施

設一体型は有効である。また小中一貫校で児童・生徒の交流の意義が見られる中で、児童･生徒の行動領

域を重ねる運営計画と配置計画、また動線の機能だけに終わらない、広さがあり滞留性のある廊下という

空間的要素と、｢モノ｣と｢ヒト｣の契機が合わさることで多様な交流に発展すると考えれる。　

　現在の教育方法は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流れと共に徐々に変化しつつある。

そんな中新たな動きとして、多くの自治体で小中一貫校の取りくみが見られるなか、小中一貫校の教育方

法の独自性や学校活動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。

本研究では運営・学習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目

的としている。

小中一貫校を学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げ

ていることがわかった。よりより一貫校にむけて教師の連携が重要となっている中で施設が一体となっ

た

1.はじめに

　少子化の進行により全国で廃校が増加する中、学校跡地の有効活用が課題となっている。地域コミュニ

ティの持続が問われる中で、特に都市部の小学校においては土地の売却処分によって商業施設や高層マン

ションなど地域の文脈とは無関係な活用方法も多く見られ、地域活力の衰退を招く危うさを孕んでいる。

　一方、閉校から活用までの暫定利用1)期間に着目すると、地域内外の住民・行政・NPO・大学などの多様

な主体の連携によって跡地をイベントに利用することで、跡地利用の枠を超えたまちづくりの拠点とする

など、示唆的な事例がみられる。ここには地域のアイデンティティやコミュニティを保持しながら都市の

魅力を創り出す活用方法を導く可能性が潜んでいる。

アリーナ

校長室

▼

▼

▼

ス
テ
�
ジ

地域開放室

ＰＴＡ室

１Ｆ

職員室 会議室

保健室
メイングラウンド

サブグラウンド

技術室

美術室

理科室
(化学 )

理科室
(生物 )

音楽室

ランチ
ルーム家庭科

( 調理 )

家庭科
( 被服 )

ＰＣ室
図書室

中庭

プレイルーム

FLA

ＷＣ

ＷＣ

多目的ｽﾍﾟｰｽ

1 

14

24
25

26

16  

17 

18 

19 
21   

23

20  

15 

  

授業休みにおける異学年交流発生場所

数字：交流一覧表の通し番号

昼休みにおける異学年交流発生場所

アリーナ

▼▼▼ ▼

ＷＲ

ＷＲ

ＷＲ

１年 ２年

音楽室

図工室

３年

４年

理科室５年６年７年８年英語室

９年

ＷＲ

支援教室

デッキ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

▼

▼

▼

ＥＶ

ギ
�
ラ
リ
�

屋外プール

2 

3 

28

27 

10 

5 

6 

29 

　このように施設が一体となって小中一貫校を行なう

校舎一体型、校舎隣接型の2校と校舎分離型に連携の密

度の違いがでてくることがわかった。一貫性をもった

運営を行なうために、日常的に教師間のやりとりがで

きる施設が一体となった校舎は有効である。

4.小中一貫校の学習の特性

　小中一貫校の教育の一つである４－３－２システム

では、低学年(１～4年)は学級担任制、中学年(５～７

年)から教科担任制を段階的に導入し7年からは完全教

科担任制となる。５、６年生の授業は従来の学級担任

制の授業とは違い、特徴的な学習形態が展開されてい

る。ここでは施設が一体で密に連携が行なわれている

To,Taの２校において５，６年生の学習特性をみる。　

1)To：教科担任制の学習の特性(表4)

 Toでは各教科ごとに担当教師が入れ替えて大幅に教科

担任制で授業を展開しているところに特徴がある。担

任教師は国語と得意とする科目を担当し、その教科に

対して5年と6年の間で交換授業を行なっている。

■担任教師の余裕時間

 担任は授業時間の軽減により余裕時間ができる。その

時間を活かして自ら担当とする教科の教材研究や資料

集め、授業の見通しを丹念に行なうことができ、授業

の質を高めることにつながっている＜1,2＞。

■教科部会のよる連携

小学校中学校間の教科部会や授業見学によって、小学

校－中学校間での意見交換を行なっている。中学校で

学ぶことや生徒がつまづくポイントを把握でき、担当

する教科における自分の役割の再確認していることが

わかる＜3,4＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

　教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた

際授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師

Ta

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校

には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補充に中学校の先生が担任に入

ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思うね。
　　　　　　　　　　　　　　

学習環境の変化

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる。

2)Ta：TT形式による学習の特性

Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校と

中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる。

ところに特徴がある。(表)

■TTの役割分担

中学教師のより高い専門性を活かし、中学校の内容へ

の見通しをもった指導ができる。３つの指導形態を開

発させることで、より個に応じた決め細やかな指導を

行なうことができるようになった(図)。

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

かる[33]。

中学校の教師にとって教えたことの積み重ねとして、

児童に対して確認できることや、中学校でスムーズに

授業を成立させることができる[34]

児童にとっても小学校教師にとっても中学校教師の３

者にとっていい方向に向かうことができることがわか

る。

2)交流：休み時間内に発生している自発的な交流のすべてのことをいう

1)複数の教員が役割を分担し協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式.

2)
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表８．交流の頻度

表7．まちづくり活動に関する意見

【多様な主体の連携による跡地の使いこなし】

<1>負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補

充に中学校の先生が担任に入ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思う

ね。（６年担任教師）　

<2>まなびや実行委員会の構成は地元住民だけではないが、委員長は地元民。委員に外部の人が入っているので、

「まなびや」は地元イベント中心から、だんだんと外部主催のイベントが増えるようになった。2002年に始まっ

たイベントで、当初は地元住民の有志で200万円近く集まったが、エネルギーがなくなってきて今のような、外部

の団体がメインとなるイベントになった。（立誠）

<3>野外シアターというのをやったりして、なるべく芝生というものをみなさんに見てもらおうと機会を作ったん

です。（北天満・NPO）

<4>彼らに講堂なり、グラウンドを使っていただいて、彼らの体育の授業に。それが一番多いでしょうね。一週間

のうち、3日は使ってるかな。授業とか、レクリエーションとか。（済美・住民）

<5>2008年はもっと学生の力が役立つようにということで、じゃあお化け屋敷を企画しましょうかということで、

１年間いろんなミーティングをしながら、2008年の済美カーニバルではお化け屋敷が開催できたんですね。（済

美・ES）

【芝生化を契機に形成される柔軟な運営体制】

<6>芝生クラブというのを作ってもらって、自治会の中に。その人たちはすごい強力な味方。ちょうどトップの方

とうちらの間に入って調整してくれる人もできてきて。意識が高いというか、学校の先生もいはるし。防災のこ

ともわかってるし、守らなあかんていうのもわかってるし。（北天満・NPO）

<7>大人の方でも結局知らん人が手伝ってもらってっていうようなところが出てくると、あの人誰？から始まって

、どこの町会？から始まって。ほんで、「言うて来てくれてん」て言うたら「じゃあ来年もよろしくね」て言う

たらこれでもう一つのつながりができるということ。それはもうほんまにイベントをやることによるつながりの

輪を広げていくというようなところがそこにあるのかな。（北天満・住民）

【連携体制に対する評価】

<8>末永く見守ってほしいという。こんなん一朝一夕にできるものではないし、ながいこと、ゆっくりとお付き合

い願えたら非常にありがたい。（立誠）

<9>ほんまに出発点はNPOの人がグラウンドを芝生にしたというところが出発やね。でもそれがしてなかったらイ

ベントごとを多分やってないかもわからん。例えばなかったとしたらここで会議をするやろうけど、それ以上に

何々をしててっていうようなことは多分してなかったと思う。（北天満・住民）

<10>こちらも地域の一員としてとらえてるから。彼らもそれに同調してくれてはるんよ。それぞれ思いが一つに

なってるからね。関係としては良好かな、と思う。（済美・住民）

【活動の継承】

<1>地元施設は自由に使える。従来の自治活動に支障がきた

さないように、今まで通り自由に。全然お互いが邪魔にな

らない。地元のスペースはマンガミュージアムの来館者と

は関係なく、専用。（龍池）

<2>花見の会や、表やから納涼会とか、幼稚園の運動会にも

使ってもらったりするわけや。そしたらね、たいへんな効

用や。（東平）

<3>コミスタこうべ地域活性化評議委員というのがそこに入

ってるんですよ。ここでいろいろと今まで学校でやってた

ことが、グラウンドの野球とかそういうものみな無料だっ

たんですよ。それが今度コミスタになって、料金がかかる

ようになったんですよ。ところがそれはあかんと。（吾妻

）

【運営への参加・イベントの共催】

<4>40人ぐらいのパーティーができるやつがあんねや。で、

料理屋さんもちゃんともう決めてある。イタリア料理の。

で、多い場合は体育館で。そこにまあ3分の1ぐらいちょっ

とアーケードつくって、和式洋式、和式はもう神主さん決

めてある。ほんでパーティーも格安でできる。ゆう具合に

。ほんでね、モデルももう決まってる。着々と。（龍池）

<5>M・Mまつり、龍池マンガミュージアムの夏祭りという題

で去年からやってるんですけどね、大盛況で。500人以上の

人が。夏祭りをマンガミュージアムと一緒にやったんです

よ。（龍池）

【計画への参加】

<7>グラウンド・避難場所が確保できることが

最優先事項。条件としては、1つは今まで龍池

学区としてやってきた自治連合活動、体振・

区民運動会全部ふくめて従来やって来た学区

民の自治活動、およびこれから起こり得る自

治活動については従来通りの支障のきたさな

いようにするということ。（龍池）

<8>とにかく三者お互いがいいたいことをいう

。総体的なグラウンドを芝生にするとか消防

器具どこに持ってくるとか入り口をどこに持

ってくるとかテラスをどこにするとかは、地

元が全て口を出してきた。（龍池）

<9>防風林的に大きな木を、と思ってやはり5m

の木を五本植えてくれた。初めは小さな木や

ってん。そんなんあかんって言いましたわ。

大きな木で、8mぐらいになってますわ。それ

もこの話し合いでしてくれた。そういう話し

合いができないとあかん。（東平）

【計画への取り組みにある背景】

<10>うちの場合はおかげさんで、やっぱり大

事に掃除をしてきたとかその、思いが他学区

よりきついんですわ。小学校に対する思いが

ね。だからこういう形になったんで。（龍池

）

【地域主導の計画提案】

<1>学校歴史展、あんなことをな、できる学校にしよういうことになっとんね

や。もうこれはまとめていかなあかん。西陣の織物の行程、ものづくりの行

程な、そんな拠点になったらええなあと思って。既存の建物使って、今やっ

たこういうことしかしゃあないなと。（西陣）

<2>今やっているようなイベント（まなびや）は、「こういうのはどうでしょ

うか」といういわば行政に対する投げかけでもある。だから、今後できるだ

け外部からいろんなものを受け入れてやっていこうとしている。こういうイ

ベントを続けていることによって、行政もいろいろ考え始めている。今の段

階の模索、あれで一番いいのを見つけていって、それを特化していったら、

いいのになんのちゃう、と思うけどね。（立誠）

<3>3年間、旧二葉小学校を残してほしいと、地域のために活用させてほしい

と言うとったからね。廃校になる前からそういうふうな要望を出していた。3

年目に、市長が耐震補強しましょうという回答いただいて、それから地域の

方に呼びかけて集まってもらって、市長こんなん言ってますよと投げかけて

、検討していったということですね。（二葉）

【行政の方針に対する批判】

<4>我々のいわゆる、みんな区内の人が出して、奉仕して作った学校がやね、

そんな全然、我々の何のあれもないようになったら、それは困る。そやから

それからだんだんと地元の方は地域体育館はペケにしようというようなあれ

に流れていった。今市にもそれを言うてあるし、市も今すぐには動かへんと

思う。（教業）

<5>地域としては絶対いんねやからね。あれなくなったら困るからね。それは

行政じゃなく、我々が借りるもんやからね。行政が借りても何の役も立てへ

表8．計画への参加と活動の持続に関する意見 表9．暫定利用事例における計画への取り組みに関する意見

図4．まちづくりへの発展（立誠）
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授業休みにおける異学年交流発生場所

数字：交流一覧表の通し番号

昼休みにおける異学年交流発生場所

平成 17 年

教科担任制の
移行時期　

平成 17 年

5年から一部教科担任制 (算･理･社･図･家･音 ) 5 年から一部教科担任制 (家･音・英 ) 5 年から一部教科担任制 (体・英 )

学校名 To: とどろみの森学園

校長 1人教頭３人 校長 1人教頭２人

１回 /1 ヶ月･ １回 /1 ヶ月･ １回 /2 ヶ月･

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

学校長ポスト 校長２人教頭２人

職員会議

部活動

委員会活動

7年～ 7年～5年～

5年～ 7年～5年～

合同行事 入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

運動会、文化行事

そうじ 全学年たてわり掃除

異学年給食 5～ 9年　毎日 学年区分ごと　週 1回

学年ごと 学年ごと

なし

表２.運営概要

To：1 ～ 6 年：45 分授業・15 分休み /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

Ta：1 ～ 4 年：45 分授業・5 分休み・昼休み 20 分 /5 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み
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図 1.小中一貫校の時程編成の特徴

小
中

小
中

小
中

学校名 To: とどろみの森学園

開校年 平成 20 年

大阪府箕面市

現在の校舎

建築形態 (ⅰ)校舎一体型

１学年 1クラス　132 人　 １学年 1クラス　81 人　学級児童数　

教科担任制　
の移行時期　

新設 既存小中を改修

奈良県奈良市

(ⅱ)校舎隣接型 (ⅲ)校舎分離型

平成 17 年

大阪府堺市所在地

5 年から一部教科担任制
(算･理･社･図･家･音 )

5 年から一部教科担任制
(家･音・英 )

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

5年から一部教科担任制
(体・英 )

平成 17 年

既存小中を利用

14 クラス　369 人　　　

表１．調査対象校の概要

表３．小中一貫校の運営の特性

To: とどろみの森学園

とどろみの森学園学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6 年

2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　

1 人 ( 担任 )先生数

場所 6 年教室

授
業
内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上で、1人 1

人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅れてる

生徒を重点的にアドバイスする。
　

田原小中学校学校名

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT

算数が苦手な子に

重点的にアドバイス

1人ずつじっくり
みていく

Ｔ

凡例

先生

生徒 (6 年女 )

生徒 (6 年男 )

Ｔ

先生 ( 中学数学 )Ｔ

Ｔ

生徒

▲▲Ｔ１

▲▲Ｔ２ ▲▲Ｔ２▲▲

▲▲ 生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲ ▲▲

生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲

パターン１
一斉授業の中

で、1人の教

員が授業を進

め、もう 1人

が個別指導を

行なう。

共通課題に一斉

に取りくむ際、

集団を二人の教

員で個別指導を

行なう。

パターン２
つまづきやすい

問題を二人の教

員でかけあいで

指導する。

パターン３

図２.TTのパターン

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

表４.とどろみの森学園5,6年の教科における担当教師

表３．小中一貫校の運営の特性

【小学校中学校間の運営の特性】

<1>うちの中学校は中３の先生が中心で、他の学年の先生が何人か、小学校の先生も中学

校の進路指導の会議に入ってもらうんです。分からないなりに入ってもらって聞いても

らうんです。9年間で教えるのに、9年の出口を知らないのに1,2年で何を教えられるねん

っていう考え方で。(To・教頭)　

<2>小学校だけの問題や出来事があっても、職員室で帰宅までのちょっとした時間に小学

校と中学校の先生が話して、その積み重ねで近況報告みたいに互いにしてて、こんなこ

とあったんやねって昔はこんなん頑張ってたらしいねと子供たちに話しながら見守って

いく (Ta・教頭)

表5.Ta：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育

5年
5年担任＋

中学数学教師
5年担任 5年担任 5年担任 5年担任 中学音楽教師 5年担任

6年
6年担任＋

中学数学教師
6年担任

6年担任＋
中学理科教師

6年担任 6年担任 中学音楽教師 6年担任

表５.小中一貫校の学習の特性

■課題

<5>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合いたいときがあるんですね。と

ことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはありますね

（６年担任・社会担当・To）

<5>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<7>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

【教科担任制の学習の特性】

■担任教師の余裕時間

<1>先生はあいてる時間で教材研究できるし、専門性がかなり出せるのかなと、だから

あいてる時間に実験の器具の用意をしたりね、交換しているその教科の、専門性という

のかこれを１年間担当するということで時間のゆとりは出来ますよね

（5年担任･理科担当・To）

<2>もち授業が少ない分、一人ひとりの学習の進み具合をちゃんと把握する時間があり

ます。（６年担任・社会担当・To)

■教科部会による連携

<3>教科によって研究部会があるんですよ。中学校で困った児童がいたときに、中学校

はいる前にどういうことが身についていると、中学校は行った際に困難が出てきた際に

、小学校のときにこういうことを徹底してるべき必要があるんだなとか、小中のつなが

りの中で何をしとけばいいというのを話したりしますね。（5年担任･理科担当・To）

<4>教科部会っていうのがあって、それぞれの部会で、小学校の授業を中学校の先生が

見にきたりだとか、そういうのはしてますね。

小学校でもっと基礎的なことを身につけさせないといけないと改めておもったし、見通

しをつけやすくなったと思います。（６年担任・社会担当・To）

表３．小中一貫校の学習のの特性

【教科担任制の学習の特性】

■課題

<2>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合い　たいときがあるんですね。

とことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはあります

ね（６年担任・社会担当・To）

<2>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<2>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

表７.小中一貫校の学習の特性

【TTの学習の特性】

■習熟度別の対応

<8>出来る子は出来る子なりの中学の先生の応用問題があるんですけど、出来た子には

早く出来た子問題が出来るし、その間しんどい子には担任がゆっくりその間教えられる

し、それはすごく魅力的ですよね。（5年担任･Ta）

■基本の充実から発展まで

<9>中学校になればこういう発展的な問題もあるよという、中学校を見越して授業をや

ってくれたり。また二人で基礎も押さえて授業でやってくれはるから、いい授業になっ

ているとは思う。（６年担任･Ta）

■課題

<10>TTに入ってくれて、5年から9年まで全てを把握するわけだし、時間的に中学校の先

生が負担かかってると思う。（６年担任･Ta）

<11>ただ、二人で教えることで、５，６年の子供たちはすぐに、先生と質問してくるん

ですね。それに対してすぐつくことができるでしょ。それはあまりはよくないと思いま

す。（中学数学教師･Ta）

【集団による指導】

<12>いろんな先生が見たときに、一面しか見れてなかったところがこういい所もあるし

、こういうところを伸ばしたらもっとやりやすくなるとかね、そういうようなたくさん

の目で見ることっていうのは非常に役立つかなと思います。（5年担任･理科担当・To）

<13>算数だけでなく、家庭科だったり音楽だったり専科の先生が多いですけど、そうい

う先生に診てもらうことは、担任にとっても児童にとってもプラスになると思います。

担任だったら気づかない専門的なことで、あの子はこういうところに鋭いねとか、そう

いうことを言ってもらって、そうかってそういうことに気づかされるってこともありま

すね。5年担任･Ta）

図３.5年算数　TTの授業展開
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1.研究の背景及び目的

　日本の教育制度は何年もの間、小学校・中学校・高

等学校といった定められた学年、年齢でまとめられた

学校の運営が行なわれてきた。しかし現在の教育方法

は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流

れと共に徐々に変化しつつある。小学校では学級担任

制であるのに対して、中学校に入ると教科担任制へ移

行し、教師と子供の関係が変わる。そういった現状に

対し、小学校と中学校の相互理解・相互交流が十分に

行なわれていないといないのが現状である。

　そんな中新たな動きとして近年、公立学校における

小中連携・一貫校がいくつか設計されている。少子化

に伴う学校の統廃合の問題と併せて、学校文化の違い

やギャップを小中連携・一貫の議論によって解消する

とともに、改めて義務教育課程における教育手法を捉

え直せる可能性がある。　

　本研究では、小中一貫制度を行なっている自治体で、

最も多く採用されている４・３・２システムのカリ

キュラム(図１)で、運営の実施をしている学校を対象に

以下3点に焦点をあてる。

　第一に小中一貫校の運営の特性を明らかにし、小中

一貫校の有意性を提示する。第二に、小中一貫校の学

習活動で最も特徴的な、５学年、６学年の授業内容を

明らかにし、学習面、教師の活動の視点で成果と課題

を探る。第三に、小中一貫校の異学年交流の実態を把

握し、その意義と学校空間との関連を明らかにする。

これらを踏まえた上で、小中一貫校を評価し、小中一

貫校の今後の方向性を見出すことを目的としている。

3.小中一貫校の運営の特性

1)カリキュラムの特徴

3校において従来の6-3型を変更し、9年を４－３－２

(低学年－中学年－高学年)という3つの学年区分をつく

り、段階的な教育を行なっている。

2)時程編成の特徴(図2)

Saのような校舎分離型では、小学校・中学校で授業開

始時間を合わせるなどの考慮がされていない。一方で

施設が一体化されているTo、Taでは全学年で授業の１

時間単位を統一する、または授業開始時間をあわせる

工夫を行なうことで異学年及び教師間の交流と学習活

動など、小中の連携の機会を増やし学校運営の一貫性

が保たれるものと考えられる。

3)小学校ー中学校間の運営の特徴(表2)

　3校において小学校・中学校間で頻度に差はみられる

ものの定期的に職員会議や教科部会など意見の交換の

場を設けている。それに加えて施設が一体で小学校と

中学校で職員室を共有しているTo,Taは些細な情報でも

日常的に情報交換をする機会をもち＜1＞、またToでは

中学３年生の進路指導の問題を小学校教師も含んで話

し合い、生徒の将来の見通しを意識させるような取り

組みをしている＜2＞。

4)学校活動の特徴(表2)

施設が一体となってるTo,Taは、そうじや給食などの企

画された異学年交流を日常的におこない、また委員会

やクラブでは5年生から9年生ま合同で行なうことで5年

から中学生への移行をスムーズにさせようとしている。

また入学式や卒業式も合同に行い児童・生徒の日常的

な交流を誘発させたり、交流から児童・生徒の精神面

の育成を期待するなど、児童・生徒の関わりによって

学校生活を豊潤化させようとしている。(表２)　　　

　一方、校舎分離型のSaは日常的な交流は難しいこと

がわかる。

と児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や

注意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられ

る。

2)Ta：TT　形式による学習の特性(表5)

　Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校

と中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる

ところに特徴がある。

■TTの役割分担(図2)

　TTで授業をしていく上で、スムーズに小中教師が連

携していくため、３つの指導形態をあらかじめ開発し、

授業で展開している。

■習熟度別の対応(図3)　

　共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が

遅れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が

進んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかか

わらず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった<8>。

■基本の充実から発展まで

　TTを行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二人

の教師で定着させること、その上に中学校教師により

中学校への移行の見通して発展的な内容を教えること

加わり、授業としての完成度が高まることがわかる

<9>。

また児童への学習効果だけでなく、教師間も学習方法

を学びあうなど利点は多い。

■小学校中学校間の教科部会

小学校中学校間の教科部会によって、小学校－中学校

間での意見交換を行なっている。中学校で学ぶことや

生徒がつまづくポイントを把握でき、担当する教科に

おける自分の役割の再確認していることがわかる

＜＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、中学校

へ向けて先を見越した授業を展開できることがわかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる

2)Ta：TT形式による学習の特性

中学教師とのTT形式

■TT形式の形式

　

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

■課題　

　中学校教師の算数と理科の授業の毎回の授業参加に

より、中学校教師の量的な負担がみられるという課題

がみられた。質の高い教育が展開されているなか、中

学校教師の毎回の授業参加が必要か否か、考えていく

必要もある<10>。

　また二人体制で児童に対応することにより、児童に

過保護な対応になりすぎるという問題点もある。児童

自らの力で考えさせるように促すなど、見守る対応を

取り入れていくことも必要であることがわかった

<11>。

3)教科担任制の導入による集団の教師による指導

　小中一貫校の教科担任制による集団による指導に

よって、児童に対する一面的に終わるのではなく多面

的な評価ができることや、また児童にとって自らをわ

かってもらう機会を多くもてることで、個々の能力や

得意分野をのばせ、児童の可能性を膨らませることが

できると評価できる<12.13>。

5.小中一貫校の交流の特性　

　ここでは施設が一体となっているTo,Taの2校におい

て一日の休み時間内に異学年交流の発生する条件を整

理する。

4.小中一貫校の学習の特性

　1)　本章では、小中一貫校において、特徴的な学習

活動を展開している５年生、6年生の主な学習活動を把

握し、各調査対象校に関し、学習面での質の高さと、

メリットを評価するとともに、各学校の学習活動によ

り生じる課題を明示する。担任教師は得意とする科目

を担当することと、授業時間の軽減に余裕時間ができ

ることで、自ら専門とする教科の教材研究や授業の見

通しを丹念に行なうことができ、授業の質を高めるこ

とにつながる。

また委員会やクラブなど

3)課題

の学校活動を5年生から9年生まで合同で行なうことで

中学校への連続的な接続につなげる事例や、9年間とい

う長い期間を一つの学校で過ごすことによって生まれ

る惰性に対して、あえてクラブや委員会を中学生から

の活動にする、中学生の入学式を行なう、など各校の

考え方に基づき、学校活動によって段差を演出させよ

うとしていることがわかった。

　

1)運営特性　

　To,TAの2校の時程編成(図1)と交流　の頻度(表8)を

みてみると、Toの方が児童・生徒の休み時間のズレが

なく、児童・生徒の行動領域が重なりやすいため、交

流の頻度が高くなることがわかった。

2)配置特性

　2校の学年の配置を学年区分を視点にみてみると(図

4)、Toは全学年が同じフロアに並んで配置されている

学年区分一体型となり、一方Taは各学年区分ごとに生

活領域が平面的、断面的に分節している学年区分分節

型になる。学年配置タイプと交流の頻度(表8)をみてみ

ると、学年区分一体型のToは、学年区分分節型のTaよ

り交流の頻度が多く、また異学年交流の割合も高く

なっている。一方Taでは異学年交流があまり発生して

いない。各学年区分の生活領域がつながっているか、

分節しているかが影響し、異学年交流の頻度に差がで

ることがわかる。

　この二つの特性による児童・生徒の行動領域の重な

りが前提にあり、異学年交流に発展すると考えられる。

以下はToを中心に異学年交流の特性を探る。

3)空間特性

　WSや廊下などの動線に、出会う機会があるだけでな

く、｢滞留空間がある｣｢空間の広さ｣という特性がある

ことでそれを活かした異学年交流に発生していること

がわかった(図6)。

4)内容特性

　低学年同士、中学年同士、年の近い学年同士は、自

らと近い能力をもって同等に接することが出来るため

空間的要因があれば｢追いかけっこ｣などの交流に発生

しやすい(図5場面1)。一方、年の離れた学年同士は、

空間的要因に｢けん玉で遊ぶ｣や｢先生を介して遊ぶ｣な

ど、モノやヒトが契機となり交流に至ることがわかっ

た(図5場面2)。

4.2異学年交流の意義

　小中一貫校において、児童・生徒が共に過ごし異学

年交流が発生することで９学年にもわたる幅広い人間

関係を形成できると共に、｢教える｣｢世話する｣｢甘える

｣など兄弟関係にに似た交流が起こり、交流の深化が見

られ、単独では得られない経験をすることで精神面の

育成などが期待できることがわかった。

6.結論

　小中一貫校において、小学校と中学校が連携を行な

い、そして集団の目で児童・生徒を見守ることで、中

学へ向けての学習環境の質の向上、児童・生徒の生活

環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げてい

ることがわかった。よりよい小中一貫校に向けて、些

細なことでも児童や生徒の情報を教師間で共有し、児

童・生徒の学力面、生徒指導面、行儀の面含めてトー

タル的に把握し、システム化して正しく継承発展して

いく必要がある。また中学校の負担の増大など量的な

課題が見られる中で、小学校と中学校で相互補完しな

がら効率的に教育をするシステムを構築する必要があ

る。そのためには小学校、中学校が日常的に密な連携

がとれる施設一体型は有効である。

　また児童・生徒の異学年交流を発生させるためには、

行動領域を重ねる運営の計画や近接性のある学年の配

置が必要である。さらに、動線の機能だけで終わらな

い、広さのあるまた滞留できる廊下といった空間的要

素と児童・生徒が興味を持つソフトを充実させる、ま

た先生が媒介となる、などと　｢モノ｣と｢ヒト｣いう契

機を合わせることが多様な交流がうむ上で重要である。

　　

2.調査概要

　対象事例となるうる抽出した小中一貫校を分類する

と、新設されて小中一貫校となった(ⅰ)校舎一体型、

一つの敷地に小中学校で隣接配置していた既存校舎を

利用し、教室配置を変え小中一貫校とした(ⅱ)校舎隣

接型、小学校と中学校が分離して配置されカリキュラ

ム面で小中一貫をおこなう(ⅲ)校舎分離型の3タイプに

分類でき、各タイプ１校づつ合計３校を選出した(図1)

　研究方法は第一に学校運営に関して3校の学校関係者

にヒアリング調査行なった。第二に5,6年生の学習活動

に関して、施設が一体で小中一貫校を展開している

To、Taの２校において授業観察調査と授業を担当する

教師にヒアリング調査行なった。第３に児童・生徒の

交流に関しては②と同じくTo、Taの施設が一体の２校

にて行動観察調査を行なった。

1)

　近年、多くの自治体で小中一貫校の取り組みが見られるなか、小中一貫校の教育方法の独自性や学校活

動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。本研究は運営・学

習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目的としている。

　小中一貫校が学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡

げている有意性がある中で、よりよい一貫校にむけて、小学校、中学校が日常的に密な連携がとれる施

設一体型は有効である。また小中一貫校で児童・生徒の交流の意義が見られる中で、児童･生徒の行動領

域を重ねる運営計画と配置計画、また動線の機能だけに終わらない、広さがあり滞留性のある廊下という

空間的要素と、｢モノ｣と｢ヒト｣の契機が合わさることで多様な交流に発展すると考えれる。　

　現在の教育方法は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流れと共に徐々に変化しつつある。

そんな中新たな動きとして、多くの自治体で小中一貫校の取りくみが見られるなか、小中一貫校の教育方

法の独自性や学校活動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。

本研究では運営・学習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目

的としている。

小中一貫校を学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げ

ていることがわかった。よりより一貫校にむけて教師の連携が重要となっている中で施設が一体となっ

た

1.はじめに

　少子化の進行により全国で廃校が増加する中、学校跡地の有効活用が課題となっている。地域コミュニ

ティの持続が問われる中で、特に都市部の小学校においては土地の売却処分によって商業施設や高層マン

ションなど地域の文脈とは無関係な活用方法も多く見られ、地域活力の衰退を招く危うさを孕んでいる。

　一方、閉校から活用までの暫定利用1)期間に着目すると、地域内外の住民・行政・NPO・大学などの多様

な主体の連携によって跡地をイベントに利用することで、跡地利用の枠を超えたまちづくりの拠点とする

など、示唆的な事例がみられる。ここには地域のアイデンティティやコミュニティを保持しながら都市の

魅力を創り出す活用方法を導く可能性が潜んでいる。
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　このように施設が一体となって小中一貫校を行なう

校舎一体型、校舎隣接型の2校と校舎分離型に連携の密

度の違いがでてくることがわかった。一貫性をもった

運営を行なうために、日常的に教師間のやりとりがで

きる施設が一体となった校舎は有効である。

4.小中一貫校の学習の特性

　小中一貫校の教育の一つである４－３－２システム

では、低学年(１～4年)は学級担任制、中学年(５～７

年)から教科担任制を段階的に導入し7年からは完全教

科担任制となる。５、６年生の授業は従来の学級担任

制の授業とは違い、特徴的な学習形態が展開されてい

る。ここでは施設が一体で密に連携が行なわれている

To,Taの２校において５，６年生の学習特性をみる。　

1)To：教科担任制の学習の特性(表4)

 Toでは各教科ごとに担当教師が入れ替えて大幅に教科

担任制で授業を展開しているところに特徴がある。担

任教師は国語と得意とする科目を担当し、その教科に

対して5年と6年の間で交換授業を行なっている。

■担任教師の余裕時間

 担任は授業時間の軽減により余裕時間ができる。その

時間を活かして自ら担当とする教科の教材研究や資料

集め、授業の見通しを丹念に行なうことができ、授業

の質を高めることにつながっている＜1,2＞。

■教科部会のよる連携

小学校中学校間の教科部会や授業見学によって、小学

校－中学校間での意見交換を行なっている。中学校で

学ぶことや生徒がつまづくポイントを把握でき、担当

する教科における自分の役割の再確認していることが

わかる＜3,4＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

　教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた

際授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師

Ta

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校

には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補充に中学校の先生が担任に入

ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思うね。
　　　　　　　　　　　　　　

学習環境の変化

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる。

2)Ta：TT形式による学習の特性

Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校と

中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる。

ところに特徴がある。(表)

■TTの役割分担

中学教師のより高い専門性を活かし、中学校の内容へ

の見通しをもった指導ができる。３つの指導形態を開

発させることで、より個に応じた決め細やかな指導を

行なうことができるようになった(図)。

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

かる[33]。

中学校の教師にとって教えたことの積み重ねとして、

児童に対して確認できることや、中学校でスムーズに

授業を成立させることができる[34]

児童にとっても小学校教師にとっても中学校教師の３

者にとっていい方向に向かうことができることがわか

る。

2)交流：休み時間内に発生している自発的な交流のすべてのことをいう

1)複数の教員が役割を分担し協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式.

2)

図１．４・３・２システム
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表８．交流の頻度

表7．まちづくり活動に関する意見

【多様な主体の連携による跡地の使いこなし】

<1>負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補

充に中学校の先生が担任に入ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思う

ね。（６年担任教師）　

<2>まなびや実行委員会の構成は地元住民だけではないが、委員長は地元民。委員に外部の人が入っているので、

「まなびや」は地元イベント中心から、だんだんと外部主催のイベントが増えるようになった。2002年に始まっ

たイベントで、当初は地元住民の有志で200万円近く集まったが、エネルギーがなくなってきて今のような、外部

の団体がメインとなるイベントになった。（立誠）

<3>野外シアターというのをやったりして、なるべく芝生というものをみなさんに見てもらおうと機会を作ったん

です。（北天満・NPO）

<4>彼らに講堂なり、グラウンドを使っていただいて、彼らの体育の授業に。それが一番多いでしょうね。一週間

のうち、3日は使ってるかな。授業とか、レクリエーションとか。（済美・住民）

<5>2008年はもっと学生の力が役立つようにということで、じゃあお化け屋敷を企画しましょうかということで、

１年間いろんなミーティングをしながら、2008年の済美カーニバルではお化け屋敷が開催できたんですね。（済

美・ES）

【芝生化を契機に形成される柔軟な運営体制】

<6>芝生クラブというのを作ってもらって、自治会の中に。その人たちはすごい強力な味方。ちょうどトップの方

とうちらの間に入って調整してくれる人もできてきて。意識が高いというか、学校の先生もいはるし。防災のこ

ともわかってるし、守らなあかんていうのもわかってるし。（北天満・NPO）

<7>大人の方でも結局知らん人が手伝ってもらってっていうようなところが出てくると、あの人誰？から始まって

、どこの町会？から始まって。ほんで、「言うて来てくれてん」て言うたら「じゃあ来年もよろしくね」て言う

たらこれでもう一つのつながりができるということ。それはもうほんまにイベントをやることによるつながりの

輪を広げていくというようなところがそこにあるのかな。（北天満・住民）

【連携体制に対する評価】

<8>末永く見守ってほしいという。こんなん一朝一夕にできるものではないし、ながいこと、ゆっくりとお付き合

い願えたら非常にありがたい。（立誠）

<9>ほんまに出発点はNPOの人がグラウンドを芝生にしたというところが出発やね。でもそれがしてなかったらイ

ベントごとを多分やってないかもわからん。例えばなかったとしたらここで会議をするやろうけど、それ以上に

何々をしててっていうようなことは多分してなかったと思う。（北天満・住民）

<10>こちらも地域の一員としてとらえてるから。彼らもそれに同調してくれてはるんよ。それぞれ思いが一つに

なってるからね。関係としては良好かな、と思う。（済美・住民）

【活動の継承】

<1>地元施設は自由に使える。従来の自治活動に支障がきた

さないように、今まで通り自由に。全然お互いが邪魔にな

らない。地元のスペースはマンガミュージアムの来館者と

は関係なく、専用。（龍池）

<2>花見の会や、表やから納涼会とか、幼稚園の運動会にも

使ってもらったりするわけや。そしたらね、たいへんな効

用や。（東平）

<3>コミスタこうべ地域活性化評議委員というのがそこに入

ってるんですよ。ここでいろいろと今まで学校でやってた

ことが、グラウンドの野球とかそういうものみな無料だっ

たんですよ。それが今度コミスタになって、料金がかかる

ようになったんですよ。ところがそれはあかんと。（吾妻

）

【運営への参加・イベントの共催】

<4>40人ぐらいのパーティーができるやつがあんねや。で、

料理屋さんもちゃんともう決めてある。イタリア料理の。

で、多い場合は体育館で。そこにまあ3分の1ぐらいちょっ

とアーケードつくって、和式洋式、和式はもう神主さん決

めてある。ほんでパーティーも格安でできる。ゆう具合に

。ほんでね、モデルももう決まってる。着々と。（龍池）

<5>M・Mまつり、龍池マンガミュージアムの夏祭りという題

で去年からやってるんですけどね、大盛況で。500人以上の

人が。夏祭りをマンガミュージアムと一緒にやったんです

よ。（龍池）

【計画への参加】

<7>グラウンド・避難場所が確保できることが

最優先事項。条件としては、1つは今まで龍池

学区としてやってきた自治連合活動、体振・

区民運動会全部ふくめて従来やって来た学区

民の自治活動、およびこれから起こり得る自

治活動については従来通りの支障のきたさな

いようにするということ。（龍池）

<8>とにかく三者お互いがいいたいことをいう

。総体的なグラウンドを芝生にするとか消防

器具どこに持ってくるとか入り口をどこに持

ってくるとかテラスをどこにするとかは、地

元が全て口を出してきた。（龍池）

<9>防風林的に大きな木を、と思ってやはり5m

の木を五本植えてくれた。初めは小さな木や

ってん。そんなんあかんって言いましたわ。

大きな木で、8mぐらいになってますわ。それ

もこの話し合いでしてくれた。そういう話し

合いができないとあかん。（東平）

【計画への取り組みにある背景】

<10>うちの場合はおかげさんで、やっぱり大

事に掃除をしてきたとかその、思いが他学区

よりきついんですわ。小学校に対する思いが

ね。だからこういう形になったんで。（龍池

）

【地域主導の計画提案】

<1>学校歴史展、あんなことをな、できる学校にしよういうことになっとんね

や。もうこれはまとめていかなあかん。西陣の織物の行程、ものづくりの行

程な、そんな拠点になったらええなあと思って。既存の建物使って、今やっ

たこういうことしかしゃあないなと。（西陣）

<2>今やっているようなイベント（まなびや）は、「こういうのはどうでしょ

うか」といういわば行政に対する投げかけでもある。だから、今後できるだ

け外部からいろんなものを受け入れてやっていこうとしている。こういうイ

ベントを続けていることによって、行政もいろいろ考え始めている。今の段

階の模索、あれで一番いいのを見つけていって、それを特化していったら、

いいのになんのちゃう、と思うけどね。（立誠）

<3>3年間、旧二葉小学校を残してほしいと、地域のために活用させてほしい

と言うとったからね。廃校になる前からそういうふうな要望を出していた。3

年目に、市長が耐震補強しましょうという回答いただいて、それから地域の

方に呼びかけて集まってもらって、市長こんなん言ってますよと投げかけて

、検討していったということですね。（二葉）

【行政の方針に対する批判】

<4>我々のいわゆる、みんな区内の人が出して、奉仕して作った学校がやね、

そんな全然、我々の何のあれもないようになったら、それは困る。そやから

それからだんだんと地元の方は地域体育館はペケにしようというようなあれ

に流れていった。今市にもそれを言うてあるし、市も今すぐには動かへんと

思う。（教業）

<5>地域としては絶対いんねやからね。あれなくなったら困るからね。それは

行政じゃなく、我々が借りるもんやからね。行政が借りても何の役も立てへ

表8．計画への参加と活動の持続に関する意見 表9．暫定利用事例における計画への取り組みに関する意見

図4．まちづくりへの発展（立誠）
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平成 17 年

教科担任制の
移行時期　

平成 17 年

5年から一部教科担任制 (算･理･社･図･家･音 ) 5 年から一部教科担任制 (家･音・英 ) 5 年から一部教科担任制 (体・英 )

学校名 To: とどろみの森学園

校長 1人教頭３人 校長 1人教頭２人

１回 /1 ヶ月･ １回 /1 ヶ月･ １回 /2 ヶ月･

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

学校長ポスト 校長２人教頭２人

職員会議

部活動

委員会活動

7年～ 7年～5年～

5年～ 7年～5年～

合同行事 入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

運動会、文化行事

そうじ 全学年たてわり掃除

異学年給食 5～ 9年　毎日 学年区分ごと　週 1回

学年ごと 学年ごと

なし

表２.運営概要

To：1 ～ 6 年：45 分授業・15 分休み /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

Ta：1 ～ 4 年：45 分授業・5 分休み・昼休み 20 分 /5 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

備考 Sa：1 ～ 6 年：45 分授業・10 分休み・昼休み 15 分 /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み
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図 1.小中一貫校の時程編成の特徴

小
中

小
中

小
中

学校名 To: とどろみの森学園

開校年 平成 20 年

大阪府箕面市

現在の校舎

建築形態 (ⅰ)校舎一体型

１学年 1クラス　132 人　 １学年 1クラス　81 人　学級児童数　

教科担任制　
の移行時期　

新設 既存小中を改修

奈良県奈良市

(ⅱ)校舎隣接型 (ⅲ)校舎分離型

平成 17 年

大阪府堺市所在地

5 年から一部教科担任制
(算･理･社･図･家･音 )

5 年から一部教科担任制
(家･音・英 )

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

5年から一部教科担任制
(体・英 )

平成 17 年

既存小中を利用

14 クラス　369 人　　　

表１．調査対象校の概要

表３．小中一貫校の運営の特性

To: とどろみの森学園

とどろみの森学園学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6 年

2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　

1 人 ( 担任 )先生数

場所 6 年教室

授
業
内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上で、1人 1

人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅れてる

生徒を重点的にアドバイスする。
　

田原小中学校学校名

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT

算数が苦手な子に

重点的にアドバイス

1人ずつじっくり
みていく

Ｔ

凡例

先生

生徒 (6 年女 )

生徒 (6 年男 )

Ｔ

先生 ( 中学数学 )Ｔ

Ｔ

生徒

▲▲Ｔ１

▲▲Ｔ２ ▲▲Ｔ２▲▲

▲▲ 生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲ ▲▲

生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲

パターン１
一斉授業の中

で、1 人の教

員が授業を進

め、もう 1 人

が個別指導を

行なう。

共通課題に一斉

に取りくむ際、

集団を二人の教

員で個別指導を

行なう。

パターン２
つまづきやすい

問題を二人の教

員でかけあいで

指導する。

パターン３

図２.TTのパターン

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

表４.とどろみの森学園5,6年の教科における担当教師

表３．小中一貫校の運営の特性

【小学校中学校間の運営の特性】

<1>うちの中学校は中３の先生が中心で、他の学年の先生が何人か、小学校の先生も中学

校の進路指導の会議に入ってもらうんです。分からないなりに入ってもらって聞いても

らうんです。9年間で教えるのに、9年の出口を知らないのに1,2年で何を教えられるねん

っていう考え方で。(To・教頭)　

<2>小学校だけの問題や出来事があっても、職員室で帰宅までのちょっとした時間に小学

校と中学校の先生が話して、その積み重ねで近況報告みたいに互いにしてて、こんなこ

とあったんやねって昔はこんなん頑張ってたらしいねと子供たちに話しながら見守って

いく (Ta・教頭)

表5.Ta：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育

5年
5年担任＋

中学数学教師
5年担任 5年担任 5年担任 5年担任 中学音楽教師 5年担任

6年
6年担任＋

中学数学教師
6年担任

6年担任＋
中学理科教師

6年担任 6年担任 中学音楽教師 6年担任

表５.小中一貫校の学習の特性

■課題

<5>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合いたいときがあるんですね。と

ことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはありますね

（６年担任・社会担当・To）

<5>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<7>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

【教科担任制の学習の特性】

■担任教師の余裕時間

<1>先生はあいてる時間で教材研究できるし、専門性がかなり出せるのかなと、だから

あいてる時間に実験の器具の用意をしたりね、交換しているその教科の、専門性という

のかこれを１年間担当するということで時間のゆとりは出来ますよね

（5年担任･理科担当・To）

<2>もち授業が少ない分、一人ひとりの学習の進み具合をちゃんと把握する時間があり

ます。（６年担任・社会担当・To)

■教科部会による連携

<3>教科によって研究部会があるんですよ。中学校で困った児童がいたときに、中学校

はいる前にどういうことが身についていると、中学校は行った際に困難が出てきた際に

、小学校のときにこういうことを徹底してるべき必要があるんだなとか、小中のつなが

りの中で何をしとけばいいというのを話したりしますね。（5年担任･理科担当・To）

<4>教科部会っていうのがあって、それぞれの部会で、小学校の授業を中学校の先生が

見にきたりだとか、そういうのはしてますね。

小学校でもっと基礎的なことを身につけさせないといけないと改めておもったし、見通

しをつけやすくなったと思います。（６年担任・社会担当・To）

表３．小中一貫校の学習のの特性

【教科担任制の学習の特性】

■課題

<2>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合い　たいときがあるんですね。

とことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはあります

ね（６年担任・社会担当・To）

<2>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<2>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

表７.小中一貫校の学習の特性

【TTの学習の特性】

■習熟度別の対応

<8>出来る子は出来る子なりの中学の先生の応用問題があるんですけど、出来た子には

早く出来た子問題が出来るし、その間しんどい子には担任がゆっくりその間教えられる

し、それはすごく魅力的ですよね。（5年担任･Ta）

■基本の充実から発展まで

<9>中学校になればこういう発展的な問題もあるよという、中学校を見越して授業をや

ってくれたり。また二人で基礎も押さえて授業でやってくれはるから、いい授業になっ

ているとは思う。（６年担任･Ta）

■課題

<10>TTに入ってくれて、5年から9年まで全てを把握するわけだし、時間的に中学校の先

生が負担かかってると思う。（６年担任･Ta）

<11>ただ、二人で教えることで、５，６年の子供たちはすぐに、先生と質問してくるん

ですね。それに対してすぐつくことができるでしょ。それはあまりはよくないと思いま

す。（中学数学教師･Ta）

【集団による指導】

<12>いろんな先生が見たときに、一面しか見れてなかったところがこういい所もあるし

、こういうところを伸ばしたらもっとやりやすくなるとかね、そういうようなたくさん

の目で見ることっていうのは非常に役立つかなと思います。（5年担任･理科担当・To）

<13>算数だけでなく、家庭科だったり音楽だったり専科の先生が多いですけど、そうい

う先生に診てもらうことは、担任にとっても児童にとってもプラスになると思います。

担任だったら気づかない専門的なことで、あの子はこういうところに鋭いねとか、そう

いうことを言ってもらって、そうかってそういうことに気づかされるってこともありま

すね。5年担任･Ta）

図３.5年算数　TTの授業展開
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2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　
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11:50
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で、1 人 1 人に間違っているポイントをいう。
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 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6 年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT
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重点的にアドバイス
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には複数のけん玉が置いている )
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場面１

場所　５年ＷＳ
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５年生と 3年生がＷＳを　　　

走りながら

追いかけっこをする。

図5．異学年交流の事例
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大阪市立大学大学院　都市系専攻

修士論文梗概集　2010年3月

建築計画分野 Ｍ０８ＴＤ０３３ 吉川　敬子

1.研究の背景及び目的

　日本の教育制度は何年もの間、小学校・中学校・高

等学校といった定められた学年、年齢でまとめられた

学校の運営が行なわれてきた。しかし現在の教育方法

は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流

れと共に徐々に変化しつつある。小学校では学級担任

制であるのに対して、中学校に入ると教科担任制へ移

行し、教師と子供の関係が変わる。そういった現状に

対し、小学校と中学校の相互理解・相互交流が十分に

行なわれていないといないのが現状である。

　そんな中新たな動きとして近年、公立学校における

小中連携・一貫校がいくつか設計されている。少子化

に伴う学校の統廃合の問題と併せて、学校文化の違い

やギャップを小中連携・一貫の議論によって解消する

とともに、改めて義務教育課程における教育手法を捉

え直せる可能性がある。　

　本研究では、小中一貫制度を行なっている自治体で、

最も多く採用されている４・３・２システムのカリ

キュラム(図１)で、運営の実施をしている学校を対象に

以下3点に焦点をあてる。

　第一に小中一貫校の運営の特性を明らかにし、小中

一貫校の有意性を提示する。第二に、小中一貫校の学

習活動で最も特徴的な、５学年、６学年の授業内容を

明らかにし、学習面、教師の活動の視点で成果と課題

を探る。第三に、小中一貫校の異学年交流の実態を把

握し、その意義と学校空間との関連を明らかにする。

これらを踏まえた上で、小中一貫校を評価し、小中一

貫校の今後の方向性を見出すことを目的としている。

3.小中一貫校の運営の特性

1)カリキュラムの特徴

3校において従来の6-3型を変更し、9年を４－３－２

(低学年－中学年－高学年)という3つの学年区分をつく

り、段階的な教育を行なっている。

2)時程編成の特徴(図2)

Saのような校舎分離型では、小学校・中学校で授業開

始時間を合わせるなどの考慮がされていない。一方で

施設が一体化されているTo、Taでは全学年で授業の１

時間単位を統一する、または授業開始時間をあわせる

工夫を行なうことで異学年及び教師間の交流と学習活

動など、小中の連携の機会を増やし学校運営の一貫性

が保たれるものと考えられる。

3)小学校ー中学校間の運営の特徴(表2)

　3校において小学校・中学校間で頻度に差はみられる

ものの定期的に職員会議や教科部会など意見の交換の

場を設けている。それに加えて施設が一体で小学校と

中学校で職員室を共有しているTo,Taは些細な情報でも

日常的に情報交換をする機会をもち＜1＞、またToでは

中学３年生の進路指導の問題を小学校教師も含んで話

し合い、生徒の将来の見通しを意識させるような取り

組みをしている＜2＞。

3)学校活動の特徴(表2)

施設が一体となってるTo,Taは、そうじや給食などの企

画された異学年交流を日常的におこない、また委員会

やクラブでは5年生から9年生ま合同で行なうことで5年

から中学生への移行をスムーズにさせようとしている。

また入学式や卒業式も合同に行い児童・生徒の日常的

な交流を誘発させたり、交流から児童・生徒の精神面

の育成を期待するなど、児童・生徒の関わりによって

学校生活を豊潤化させようとしている。(表２)　　　

　一方、校舎分離型のSaは日常的な交流は難しいこと

がわかる。

と児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や

注意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられ

る。

2)Ta：TT　形式による学習の特性(表5)

　Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校

と中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる

ところに特徴がある。

■TTの役割分担(図2)

　TTで授業をしていく上で、スムーズに小中教師が連

携していくため、３つの指導形態をあらかじめ開発し、

授業で展開している。

■習熟度別の対応(図3)　

　共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が

遅れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が

進んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかか

わらず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった<8>。

■基本の充実から発展まで

　TTを行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二人

の教師で定着させること、その上に中学校教師により

中学校への移行の見通して発展的な内容を教えること

加わり、授業としての完成度が高まることがわかる

<9>。

また児童への学習効果だけでなく、教師間も学習方法

を学びあうなど利点は多い。

■小学校中学校間の教科部会

小学校中学校間の教科部会によって、小学校－中学校

間での意見交換を行なっている。中学校で学ぶことや

生徒がつまづくポイントを把握でき、担当する教科に

おける自分の役割の再確認していることがわかる

＜＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、中学校

へ向けて先を見越した授業を展開できることがわかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる

2)Ta：TT形式による学習の特性

中学教師とのTT形式

■TT形式の形式

　

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

■課題　

　中学校教師の算数と理科の授業の毎回の授業参加に

より、中学校教師の量的な負担がみられるという課題

がみられた。質の高い教育が展開されているなか、中

学校教師の毎回の授業参加が必要か否か、考えていく

必要もある<10>。

　また二人体制で児童に対応することにより、児童に

過保護な対応になりすぎるという問題点もある。児童

自らの力で考えさせるように促すなど、見守る対応を

取り入れていくことも必要であることがわかった

<11>。

3)教科担任制の導入による集団の教師による指導

　小中一貫校の教科担任制による集団による指導に

よって、児童に対する一面的に終わるのではなく多面

的な評価ができることや、また児童にとって自らをわ

かってもらう機会を多くもてることで、個々の能力や

得意分野をのばせ、児童の可能性を膨らませることが

できると評価できる<12.13>。

5.小中一貫校の交流の特性　

　ここでは施設が一体となっているTo,Taの2校におい

て一日の休み時間内に異学年交流の発生する条件を整

理する。

4.小中一貫校の学習の特性

　1)　本章では、小中一貫校において、特徴的な学習

活動を展開している５年生、6年生の主な学習活動を把

握し、各調査対象校に関し、学習面での質の高さと、

メリットを評価するとともに、各学校の学習活動によ

り生じる課題を明示する。担任教師は得意とする科目

を担当することと、授業時間の軽減に余裕時間ができ

ることで、自ら専門とする教科の教材研究や授業の見

通しを丹念に行なうことができ、授業の質を高めるこ

とにつながる。

また委員会やクラブなど

3)課題

の学校活動を5年生から9年生まで合同で行なうことで

中学校への連続的な接続につなげる事例や、9年間とい

う長い期間を一つの学校で過ごすことによって生まれ

る惰性に対して、あえてクラブや委員会を中学生から

の活動にする、中学生の入学式を行なう、など各校の

考え方に基づき、学校活動によって段差を演出させよ

うとしていることがわかった。

　

1)運営特性　

　To,TAの2校の時程編成(図1)と交流　の頻度(表8)を

みてみると、Toの方が児童・生徒の休み時間のズレが

なく、児童・生徒の行動領域が重なりやすいため、交

流の頻度が高くなることがわかった。

2)配置特性

　2校の学年の配置を学年区分を視点にみてみると(図

4)、Toは全学年が同じフロアに並んで配置されている

学年区分一体型となり、一方Taは各学年区分ごとに生

活領域が平面的、断面的に分節している学年区分分節

型になる。学年配置タイプと交流の頻度(表8)をみてみ

ると、学年区分一体型のToは、学年区分分節型のTaよ

り交流の頻度が多く、また異学年交流の割合も高く

なっている。一方Taでは異学年交流があまり発生して

いない。各学年区分の生活領域がつながっているか、

分節しているかが影響し、異学年交流の頻度に差がで

ることがわかる。

　この二つの特性による児童・生徒の行動領域の重な

りが前提にあり、異学年交流に発展すると考えられる。

以下はToを中心に異学年交流の特性を探る。

3)空間特性

　WSや廊下などの動線に、出会う機会があるだけでな

く、｢滞留空間がある｣｢空間の広さ｣という特性がある

ことでそれを活かした異学年交流に発生していること

がわかった(図6)。

4)内容特性

　低学年同士、中学年同士、年の近い学年同士は、自

らと近い能力をもって同等に接することが出来るため

空間的要因があれば｢追いかけっこ｣などの交流に発生

しやすい(図5場面1)。一方、年の離れた学年同士は、

空間的要因に｢けん玉で遊ぶ｣や｢先生を介して遊ぶ｣な

ど、モノやヒトが契機となり交流に至ることがわかっ

た(図5場面2)。

4.2異学年交流の意義

　小中一貫校において、児童・生徒が共に過ごし異学

年交流が発生することで９学年にもわたる幅広い人間

関係を形成できると共に、｢教える｣｢世話する｣｢甘える

｣など兄弟関係にに似た交流が起こり、交流の深化が見

られ、単独では得られない経験をすることで精神面の

育成などが期待できることがわかった。

5.結論

　小中一貫校において、小学校と中学校が連携を行な

い、そして集団の目で児童・生徒を見守ることで、中

学へ向けての学習環境の質の向上、児童・生徒の生活

環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げてい

ることがわかった。よりよい小中一貫校に向けて、些

細なことでも児童や生徒の情報を教師間で共有し、児

童・生徒の学力面、生徒指導面、行儀の面含めてトー

タル的に把握し、システム化して正しく継承発展して

いく必要がある。また中学校の負担の増大など量的な

課題が見られる中で、小学校と中学校で相互補完しな

がら効率的に教育をするシステムを構築する必要があ

る。そのためには小学校、中学校が日常的に密な連携

がとれる施設一体型は有効である。

　また児童・生徒の異学年交流を発生させるためには、

行動領域を重ねる運営の計画や近接性のある学年の配

置が必要である。さらに、動線の機能だけで終わらな

い、広さのあるまた滞留できる廊下といった空間的要

素と児童・生徒が興味を持つソフトを充実させる、ま

た先生が媒介となる、などと　｢モノ｣と｢ヒト｣いう契

機を合わせることが多様な交流がうむ上で重要である。

　　

2.調査概要

　対象事例となるうる抽出した小中一貫校を分類する

と、新設されて小中一貫校となった(ⅰ)校舎一体型、

一つの敷地に小中学校で隣接配置していた既存校舎を

利用し、教室配置を変え小中一貫校とした(ⅱ)校舎隣

接型、小学校と中学校が分離して配置されカリキュラ

ム面で小中一貫をおこなう(ⅲ)校舎分離型の3タイプに

分類でき、各タイプ１校づつ合計３校を選出した(図1)

　研究方法は第一に学校運営に関して3校の学校関係者

にヒアリング調査行なった。第二に5,6年生の学習活動

に関して、施設が一体で小中一貫校を展開している

To、Taの２校において授業観察調査と授業を担当する

教師にヒアリング調査行なった。第３に児童・生徒の

交流に関しては②と同じくTo、Taの施設が一体の２校

にて行動観察調査を行なった。

1)

　近年、多くの自治体で小中一貫校の取り組みが見られるなか、小中一貫校の教育方法の独自性や学校活

動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。本研究は運営・学

習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目的としている。

　小中一貫校が学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡

げている有意性がある中で、よりよい一貫校にむけて、小学校、中学校が日常的に密な連携がとれる施

設一体型は有効である。また小中一貫校で児童・生徒の交流の意義が見られる中で、児童･生徒の行動領

域を重ねる運営計画と配置計画、また動線の機能だけに終わらない、広さがあり滞留性のある廊下という

空間的要素と、｢モノ｣と｢ヒト｣の契機が合わさることで多様な交流に発展すると考えれる。　

　現在の教育方法は、教育の個別化、児童・生徒の個性化など時代の流れと共に徐々に変化しつつある。

そんな中新たな動きとして、多くの自治体で小中一貫校の取りくみが見られるなか、小中一貫校の教育方

法の独自性や学校活動の多様化や弾力性について、また施設計画との関係について解明する研究はない。

本研究では運営・学習・交流を視点に、小中一貫校を有意性を明らかにし今後の方向性を見出すことを目

的としている。

小中一貫校を学習環境の質の向上、児童・生徒の生活環境の充実に寄与し、児童・生徒の可能性を拡げ

ていることがわかった。よりより一貫校にむけて教師の連携が重要となっている中で施設が一体となっ

た

1.はじめに

　少子化の進行により全国で廃校が増加する中、学校跡地の有効活用が課題となっている。地域コミュニ

ティの持続が問われる中で、特に都市部の小学校においては土地の売却処分によって商業施設や高層マン

ションなど地域の文脈とは無関係な活用方法も多く見られ、地域活力の衰退を招く危うさを孕んでいる。

　一方、閉校から活用までの暫定利用1)期間に着目すると、地域内外の住民・行政・NPO・大学などの多様

な主体の連携によって跡地をイベントに利用することで、跡地利用の枠を超えたまちづくりの拠点とする

など、示唆的な事例がみられる。ここには地域のアイデンティティやコミュニティを保持しながら都市の

魅力を創り出す活用方法を導く可能性が潜んでいる。
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　このように施設が一体となって小中一貫校を行なう

校舎一体型、校舎隣接型の2校と校舎分離型に連携の密

度の違いがでてくることがわかった。一貫性をもった

運営を行なうために、日常的に教師間のやりとりがで

きる施設が一体となった校舎は有効である。

4.小中一貫校の学習の特性

　小中一貫校の教育の一つである４－３－２システム

では、低学年(１～4年)は学級担任制、中学年(５～７

年)から教科担任制を段階的に導入し7年からは完全教

科担任制となる。５、６年生の授業は従来の学級担任

制の授業とは違い、特徴的な学習形態が展開されてい

る。ここでは施設が一体で密に連携が行なわれている

To,Taの２校において５，６年生の学習特性をみる。　

1)To：教科担任制の学習の特性(表4)

 Toでは各教科ごとに担当教師が入れ替えて大幅に教科

担任制で授業を展開しているところに特徴がある。担

任教師は国語と得意とする科目を担当し、その教科に

対して5年と6年の間で交換授業を行なっている。

■担任教師の余裕時間

 担任は授業時間の軽減により余裕時間ができる。その

時間を活かして自ら担当とする教科の教材研究や資料

集め、授業の見通しを丹念に行なうことができ、授業

の質を高めることにつながっている＜1,2＞。

■教科部会のよる連携

小学校中学校間の教科部会や授業見学によって、小学

校－中学校間での意見交換を行なっている。中学校で

学ぶことや生徒がつまづくポイントを把握でき、担当

する教科における自分の役割の再確認していることが

わかる＜3,4＞。児童の学習面への大いなる配慮ができ、

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

　教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた

際授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師

Ta

児童の習熟度によって、小学校教師・中学校教師の役

割を生かすことができ、学習進度に遅れがでにくい、

また得意分野を伸ばせるなど、児童の学習意欲・関心

の向上に期待ができる。負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校

には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補充に中学校の先生が担任に入

ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思うね。
　　　　　　　　　　　　　　

学習環境の変化

中学校へ向けて先を見越した授業を展開できることが

わかる。

■課題

教科ごとに担当教師が変わることで、問題が起きた際

授業時程を弾力的に扱うことができないことや教師と

児童の間の安定感がなく、生活面や学習面で指導や注

意に対して生徒の定着度が低くなることがあげられる。

2)Ta：TT形式による学習の特性

Taでは、5，6年生の算数、理科を中心として小学校と

中学校の教師によるTT形式の授業に取り組んでいる。

ところに特徴がある。(表)

■TTの役割分担

中学教師のより高い専門性を活かし、中学校の内容へ

の見通しをもった指導ができる。３つの指導形態を開

発させることで、より個に応じた決め細やかな指導を

行なうことができるようになった(図)。

■習熟度別の対応　

共通課題に取り組む際、小学校の担任教師は進度が遅

れてる児童を重点的にみる、中学校の教師は進度が進

んでいる子に発展的な問題を出すなど、進度にかかわ

らず児童に満足がいくように調整していることがわ

かった。

■専門性のある指導

TT形式を行なうことで、小学校の基礎基本の分野を二

人の教師で定着させること、その上に中学校教師は中

学校へとつながる内容を教える、基礎の充実とともに

中学校への移行の見通しが立ち、授業としての完成度

が高まることがわかる[32]。

また小学校教師にとって中学校の教師の授業をみるこ

とで中学校への見通しに対する意識が芽生えたりスキ

ルをあげることにつながるなど、刺激となることがわ

かる[33]。

中学校の教師にとって教えたことの積み重ねとして、

児童に対して確認できることや、中学校でスムーズに

授業を成立させることができる[34]

児童にとっても小学校教師にとっても中学校教師の３

者にとっていい方向に向かうことができることがわか

る。

2)交流：休み時間内に発生している自発的な交流のすべてのことをいう

1)複数の教員が役割を分担し協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式.

2)

図１．４・３・２システム
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表８．交流の頻度

表7．まちづくり活動に関する意見

【多様な主体の連携による跡地の使いこなし】

<1>負担大きいと思うよ。TTに入ってくれて、中学校には加配もない状況だし。小学校の出張とかはいったら、補

充に中学校の先生が担任に入ってくれたりすることやし。物理的にも中学校の先生が負担かかってる点やと思う

ね。（６年担任教師）　

<2>まなびや実行委員会の構成は地元住民だけではないが、委員長は地元民。委員に外部の人が入っているので、

「まなびや」は地元イベント中心から、だんだんと外部主催のイベントが増えるようになった。2002年に始まっ

たイベントで、当初は地元住民の有志で200万円近く集まったが、エネルギーがなくなってきて今のような、外部

の団体がメインとなるイベントになった。（立誠）

<3>野外シアターというのをやったりして、なるべく芝生というものをみなさんに見てもらおうと機会を作ったん

です。（北天満・NPO）

<4>彼らに講堂なり、グラウンドを使っていただいて、彼らの体育の授業に。それが一番多いでしょうね。一週間

のうち、3日は使ってるかな。授業とか、レクリエーションとか。（済美・住民）

<5>2008年はもっと学生の力が役立つようにということで、じゃあお化け屋敷を企画しましょうかということで、

１年間いろんなミーティングをしながら、2008年の済美カーニバルではお化け屋敷が開催できたんですね。（済

美・ES）

【芝生化を契機に形成される柔軟な運営体制】

<6>芝生クラブというのを作ってもらって、自治会の中に。その人たちはすごい強力な味方。ちょうどトップの方

とうちらの間に入って調整してくれる人もできてきて。意識が高いというか、学校の先生もいはるし。防災のこ

ともわかってるし、守らなあかんていうのもわかってるし。（北天満・NPO）

<7>大人の方でも結局知らん人が手伝ってもらってっていうようなところが出てくると、あの人誰？から始まって

、どこの町会？から始まって。ほんで、「言うて来てくれてん」て言うたら「じゃあ来年もよろしくね」て言う

たらこれでもう一つのつながりができるということ。それはもうほんまにイベントをやることによるつながりの

輪を広げていくというようなところがそこにあるのかな。（北天満・住民）

【連携体制に対する評価】

<8>末永く見守ってほしいという。こんなん一朝一夕にできるものではないし、ながいこと、ゆっくりとお付き合

い願えたら非常にありがたい。（立誠）

<9>ほんまに出発点はNPOの人がグラウンドを芝生にしたというところが出発やね。でもそれがしてなかったらイ

ベントごとを多分やってないかもわからん。例えばなかったとしたらここで会議をするやろうけど、それ以上に

何々をしててっていうようなことは多分してなかったと思う。（北天満・住民）

<10>こちらも地域の一員としてとらえてるから。彼らもそれに同調してくれてはるんよ。それぞれ思いが一つに

なってるからね。関係としては良好かな、と思う。（済美・住民）

【活動の継承】

<1>地元施設は自由に使える。従来の自治活動に支障がきた

さないように、今まで通り自由に。全然お互いが邪魔にな

らない。地元のスペースはマンガミュージアムの来館者と

は関係なく、専用。（龍池）

<2>花見の会や、表やから納涼会とか、幼稚園の運動会にも

使ってもらったりするわけや。そしたらね、たいへんな効

用や。（東平）

<3>コミスタこうべ地域活性化評議委員というのがそこに入

ってるんですよ。ここでいろいろと今まで学校でやってた

ことが、グラウンドの野球とかそういうものみな無料だっ

たんですよ。それが今度コミスタになって、料金がかかる

ようになったんですよ。ところがそれはあかんと。（吾妻

）

【運営への参加・イベントの共催】

<4>40人ぐらいのパーティーができるやつがあんねや。で、

料理屋さんもちゃんともう決めてある。イタリア料理の。

で、多い場合は体育館で。そこにまあ3分の1ぐらいちょっ

とアーケードつくって、和式洋式、和式はもう神主さん決

めてある。ほんでパーティーも格安でできる。ゆう具合に

。ほんでね、モデルももう決まってる。着々と。（龍池）

<5>M・Mまつり、龍池マンガミュージアムの夏祭りという題

で去年からやってるんですけどね、大盛況で。500人以上の

人が。夏祭りをマンガミュージアムと一緒にやったんです

よ。（龍池）

【計画への参加】

<7>グラウンド・避難場所が確保できることが

最優先事項。条件としては、1つは今まで龍池

学区としてやってきた自治連合活動、体振・

区民運動会全部ふくめて従来やって来た学区

民の自治活動、およびこれから起こり得る自

治活動については従来通りの支障のきたさな

いようにするということ。（龍池）

<8>とにかく三者お互いがいいたいことをいう

。総体的なグラウンドを芝生にするとか消防

器具どこに持ってくるとか入り口をどこに持

ってくるとかテラスをどこにするとかは、地

元が全て口を出してきた。（龍池）

<9>防風林的に大きな木を、と思ってやはり5m

の木を五本植えてくれた。初めは小さな木や

ってん。そんなんあかんって言いましたわ。

大きな木で、8mぐらいになってますわ。それ

もこの話し合いでしてくれた。そういう話し

合いができないとあかん。（東平）

【計画への取り組みにある背景】

<10>うちの場合はおかげさんで、やっぱり大

事に掃除をしてきたとかその、思いが他学区

よりきついんですわ。小学校に対する思いが

ね。だからこういう形になったんで。（龍池

）

【地域主導の計画提案】

<1>学校歴史展、あんなことをな、できる学校にしよういうことになっとんね

や。もうこれはまとめていかなあかん。西陣の織物の行程、ものづくりの行

程な、そんな拠点になったらええなあと思って。既存の建物使って、今やっ

たこういうことしかしゃあないなと。（西陣）

<2>今やっているようなイベント（まなびや）は、「こういうのはどうでしょ

うか」といういわば行政に対する投げかけでもある。だから、今後できるだ

け外部からいろんなものを受け入れてやっていこうとしている。こういうイ

ベントを続けていることによって、行政もいろいろ考え始めている。今の段

階の模索、あれで一番いいのを見つけていって、それを特化していったら、

いいのになんのちゃう、と思うけどね。（立誠）

<3>3年間、旧二葉小学校を残してほしいと、地域のために活用させてほしい

と言うとったからね。廃校になる前からそういうふうな要望を出していた。3

年目に、市長が耐震補強しましょうという回答いただいて、それから地域の

方に呼びかけて集まってもらって、市長こんなん言ってますよと投げかけて

、検討していったということですね。（二葉）

【行政の方針に対する批判】

<4>我々のいわゆる、みんな区内の人が出して、奉仕して作った学校がやね、

そんな全然、我々の何のあれもないようになったら、それは困る。そやから

それからだんだんと地元の方は地域体育館はペケにしようというようなあれ

に流れていった。今市にもそれを言うてあるし、市も今すぐには動かへんと

思う。（教業）

<5>地域としては絶対いんねやからね。あれなくなったら困るからね。それは

行政じゃなく、我々が借りるもんやからね。行政が借りても何の役も立てへ

表8．計画への参加と活動の持続に関する意見 表9．暫定利用事例における計画への取り組みに関する意見

図4．まちづくりへの発展（立誠）
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授業休みにおける異学年交流発生場所

数字：交流一覧表の通し番号

昼休みにおける異学年交流発生場所

平成 17 年

教科担任制の
移行時期　

平成 17 年

5年から一部教科担任制 (算･理･社･図･家･音 ) 5 年から一部教科担任制 (家･音・英 ) 5 年から一部教科担任制 (体・英 )

学校名 To: とどろみの森学園

校長 1人教頭３人 校長 1人教頭２人

１回 /1 ヶ月･ １回 /1 ヶ月･ １回 /2 ヶ月･

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

学校長ポスト 校長２人教頭２人

職員会議

部活動

委員会活動

7年～ 7年～5年～

5年～ 7年～5年～

合同行事 入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

入学式、始業式、運動会、
卒業式、文化行事

運動会、文化行事

そうじ 全学年たてわり掃除

異学年給食 5～ 9年　毎日 学年区分ごと　週 1回

学年ごと 学年ごと

なし

表２.運営概要

To：1～ 6年：45 分授業・15 分休み /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

Ta：1 ～ 4 年：45 分授業・5分休み・昼休み 20 分 /5 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み

備考 Sa：1 ～ 6 年：45 分授業・10 分休み・昼休み 15 分 /7 ～ 9 年：50 分授業・10 分休み
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図 1.小中一貫校の時程編成の特徴

小
中

小
中

小
中

学校名 To: とどろみの森学園

開校年 平成 20 年

大阪府箕面市

現在の校舎

建築形態 (ⅰ)校舎一体型

１学年 1クラス　132 人　 １学年 1クラス　81 人　学級児童数　

教科担任制　
の移行時期　

新設 既存小中を改修

奈良県奈良市

(ⅱ)校舎隣接型 (ⅲ)校舎分離型

平成 17 年

大阪府堺市所在地

5 年から一部教科担任制
(算･理･社･図･家･音 )

5 年から一部教科担任制
(家･音・英 )

Ta: 田原小中学校 Sa: さつき野小学校・中学校

5年から一部教科担任制
(体・英 )

平成 17 年

既存小中を利用

14 クラス　369 人　　　

表１．調査対象校の概要

表３．小中一貫校の運営の特性

To: とどろみの森学園

とどろみの森学園学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6 年

2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　

1 人 ( 担任 )先生数

場所 6 年教室

授
業
内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上で、1人 1

人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅れてる

生徒を重点的にアドバイスする。
　

田原小中学校学校名

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT

算数が苦手な子に

重点的にアドバイス

1人ずつじっくり
みていく

Ｔ

凡例

先生

生徒 (6 年女 )

生徒 (6 年男 )

Ｔ

先生 ( 中学数学 )Ｔ

Ｔ

生徒

▲▲Ｔ１

▲▲Ｔ２ ▲▲Ｔ２▲▲

▲▲ 生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲ ▲▲

生徒

▲▲Ｔ１ ▲▲Ｔ２

▲▲

パターン１
一斉授業の中

で、1人の教

員が授業を進

め、もう 1人

が個別指導を

行なう。

共通課題に一斉

に取りくむ際、

集団を二人の教

員で個別指導を

行なう。

パターン２
つまづきやすい

問題を二人の教

員でかけあいで

指導する。

パターン３

図２.TTのパターン

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.Ta：5,6年の教科における担当教師

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

表４.To：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育
5年 算数専科 5年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

6年 算数専科 6年担任 5年担任 6年担任 中学技術教師 音楽専科 中学体育教師

表４.とどろみの森学園5,6年の教科における担当教師

表３．小中一貫校の運営の特性

【小学校中学校間の運営の特性】

<1>うちの中学校は中３の先生が中心で、他の学年の先生が何人か、小学校の先生も中学

校の進路指導の会議に入ってもらうんです。分からないなりに入ってもらって聞いても

らうんです。9年間で教えるのに、9年の出口を知らないのに1,2年で何を教えられるねん

っていう考え方で。(To・教頭)　

<2>小学校だけの問題や出来事があっても、職員室で帰宅までのちょっとした時間に小学

校と中学校の先生が話して、その積み重ねで近況報告みたいに互いにしてて、こんなこ

とあったんやねって昔はこんなん頑張ってたらしいねと子供たちに話しながら見守って

いく (Ta・教頭)

表5.Ta：5,6年の教科における担当教師

算数 国語 理科 社会 図工 音楽 体育

5年
5年担任＋

中学数学教師
5年担任 5年担任 5年担任 5年担任 中学音楽教師 5年担任

6年
6年担任＋

中学数学教師
6年担任

6年担任＋
中学理科教師

6年担任 6年担任 中学音楽教師 6年担任

表５.小中一貫校の学習の特性

■課題

<5>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合いたいときがあるんですね。と

ことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはありますね

（６年担任・社会担当・To）

<5>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<7>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

【教科担任制の学習の特性】

■担任教師の余裕時間

<1>先生はあいてる時間で教材研究できるし、専門性がかなり出せるのかなと、だから

あいてる時間に実験の器具の用意をしたりね、交換しているその教科の、専門性という

のかこれを１年間担当するということで時間のゆとりは出来ますよね

（5年担任･理科担当・To）

<2>もち授業が少ない分、一人ひとりの学習の進み具合をちゃんと把握する時間があり

ます。（６年担任・社会担当・To)

■教科部会による連携

<3>教科によって研究部会があるんですよ。中学校で困った児童がいたときに、中学校

はいる前にどういうことが身についていると、中学校は行った際に困難が出てきた際に

、小学校のときにこういうことを徹底してるべき必要があるんだなとか、小中のつなが

りの中で何をしとけばいいというのを話したりしますね。（5年担任･理科担当・To）

<4>教科部会っていうのがあって、それぞれの部会で、小学校の授業を中学校の先生が

見にきたりだとか、そういうのはしてますね。

小学校でもっと基礎的なことを身につけさせないといけないと改めておもったし、見通

しをつけやすくなったと思います。（６年担任・社会担当・To）

表３．小中一貫校の学習のの特性

【教科担任制の学習の特性】

■課題

<2>トラブルがあったときに、授業時間削ってでも話し合い　たいときがあるんですね。

とことんまで話し合わせたいときはあるんですよ。そういうのがしにくいのはあります

ね（６年担任・社会担当・To）

<2>授業をおいてでも話したい問題が起こったときに、自分の都合で時間割を入れ替える

ことができない。（5年担任･理科担当・To）

<2>指導したり注意したりしたことを、授業を変わるとすぐ離れるじゃないですか。（算

数専科教師・To）

表７.小中一貫校の学習の特性

【TTの学習の特性】

■習熟度別の対応

<8>出来る子は出来る子なりの田島問題ってのがあるんですけど、出来た子には早く出

来た子問題が出来るし、その間しんどい子には担任がゆっくりその間教えられるし、そ

れはすごく魅力的ですよね。（5年担任･Ta）

■基本の充実から発展まで

<9>中学校になればこういう発展的な問題もあるよという、中学校を見越して授業をや

ってくれたり。また二人で基礎も押さえて授業でやってくれはるから、いい授業になっ

ているとは思う。（６年担任･Ta）

■課題

<10>TTに入ってくれて、5年から9年まで全てを把握するわけだし、時間的に中学校の先

生が負担かかってると思う。（６年担任･Ta）

<11>ただ、二人で教えることで、５，６年の子供たちはすぐに、先生と質問してくるん

ですね。それに対してすぐつくことができるでしょ。それはあまりはよくないと思いま

す。（中学数学教師･Ta）

【集団による指導】

<12>いろんな先生が見たときに、一面しか見れてなかったところがこういい所もあるし

、こういうところを伸ばしたらもっとやりやすくなるとかね、そういうようなたくさん

の目で見ることっていうのは非常に役立つかなと思います。（5年担任･理科担当・To）

<13>算数だけでなく、家庭科だったり音楽だったり専科の先生が多いですけど、そうい

う先生に診てもらうことは、担任にとっても児童にとってもプラスになると思います。

担任だったら気づかない専門的なことで、あの子はこういうところに鋭いねとか、そう

いうことを言ってもらって、そうかってそういうことに気づかされるってこともありま

すね。5年担任･Ta）

図３.5年算数　TTの授業展開

学校名

日時

児童数 11 人

授業科目 算数

学年 6 年

2009 年 12 月 7 月曜日　3 限目　

1 人 ( 担任 )先生数

場所 6 年教室

授
業
内
容

11:50

中学校の先生は一人ひとりじっくりみた上

で、1 人 1 人に間違っているポイントをいう。

先生と呼ばれたらすぐに対応する。

小学校の先生は全体を見ながらも、進度が遅

れてる

生徒を重点的にアドバイスする。

　

田原小中学校

 桁数のプリント演習。

生徒がプリントを解き終わるまで、6 年生担任の先生

と中学の数学教師は並列に巡回しながら、生徒に指導

していく。

小学校の先生が解説。途中、中学の先生の説明も入る。1 人 ( 中学数学 )TT

算数が苦手な子に

重点的にアドバイス

1人ずつじっくり
みていく

Ｔ

凡例

先生

生徒 (6 年女 )

生徒 (6 年男 )

Ｔ

先生 ( 中学数学 )Ｔ

Ｔ

場面 2

場所　図書室前廊下

３年生と７年生が廊下に

広がってけん玉で遊ぶ (図書室

には複数のけん玉が置いている )

時間　昼休み

場面１

場所　５年ＷＳ

時間　授業休み

５年生と 3年生がＷＳを　　　

走りながら

追いかけっこをする。

図5．異学年交流の事例
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討 議 等 

 

◆討議 [ 赤崎弘平先生 ] 

 

人事や学習方法と建築計画とはどういう関係があるの

か。 

◆回答：実際学校の現場で行なわれている運営や教育

などのソフト面の実態をわかっていないと、建築計画

だけでは解決できない問題があると考える。 

 

 

◆討議 [ 嘉名光市先生 ] 

 

企画された給食やクラブ活動などではない時間外の自

発交流などは行なわれていたのか。 

◆回答：５章にも述べているように、時程編成や学年

の配置によって起こる自発交流の頻度は違っているも

のの、休み時間でどの学校でも自発交流は発生してい

た。 

 

◆討議 [ 鈴木広隆先生 ] 

 

小学校と中学校と先生の行き来をする上で免許はどう

なっているのか。実際は中学校の教師が小学校の授業

を上手く展開できているのか。 

◆回答：補助的な立場で授業に携わる場合は免許をも

っていなくても授業に携わることができる。 

中学校の教師は小学校の授業の際、専門的な言葉を

噛み砕いた表現に変えたり、視覚的に伝わりやすい図

や表を用いるなど小学生の目線に合わせた授業を可能

にしていた。 

 

◆討議 [ 佐久間康富先生 ] 

 

異学年交流の発生についての研究方法について。 

◆回答：各階２,３名程度、計７人を校内全域に担当範
囲を決めて配置し、休み時間内に各範囲に発生してい

る児童、生徒の動き、特に交流場面を図面への記録、

写真撮影などで採集した。 

 

◆討議 [ 佐久間康富先生 ] 

 

小中一貫校になることで生じる課題ついて。 

◆回答：児童・生徒の身体寸法の違いによる建築・家

具への留意である。 

 


